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は
じ
め
に

　

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
日
本
の
対
外
関
係
史
研
究
で
は
、「
ゴ
ー
レ
ス
論
争
」
が
活
発
に
続
け
ら
れ
て
い

た
。「
ゴ
ー
レ
ス
」（G

ores

）
と
は
、
十
六
世
紀
初
頭
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
、
マ
ラ
ッ
カ
（
ム
ラ
カ
）
な
ど
に
来
航

し
て
交
易
を
行
っ
て
い
た
人
々
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の
「
ゴ
ー
レ
ス
」
が
日
本
人
を
指
す
の
か
、
琉
球
人
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、

多
く
の
研
究
者
が
考
証
を
試
み
、
そ
の
過
程
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
の
ほ
か
に
も
、
琉
球
史
料
・
日
本
史
料
や
、
さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
ム

史
料
も
紹
介
・
検
討
さ
れ
、
十
五
～
十
六
世
紀
に
お
け
る
、
東
シ
ナ
海
域
と
南
シ
ナ
海
域
を
結
ぶ
交
易
の
諸
相
に
つ
い
て
、
多
く
の

事
実
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

こ
の
ゴ
ー
レ
ス
論
争
は
、『
歴
代
宝
案
』
な
ど
の
琉
球
の
海
外
通
交
に
関
す
る
史
料
が
新
た
に
発
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
し
だ
い

に
琉
球
説
が
優
勢
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、
戦
前
に
は
な
お
完
全
に
は
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
戦
後
は
し
ば
ら
く
琉
球
史
・
南

洋
史
研
究
自
体
が
停
滞
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
論
争
も
低
調
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
新
た
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
重
要
史
料
が
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翻
訳
さ
れ
、
ま
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
琉
球
王
国
の
海
外
通
交
史
研
究
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
そ
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
実
態
の

検
証
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ゴ
ー
レ
ス
」
が
琉
球
人
で
あ
る
こ
と
は
定
説
と
な
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
と

と
も
に
ゴ
ー
レ
ス
論
争
は
、
す
で
に
決
着
が
つ
い
た
過
去
の
議
論
と
し
て
、
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
い（

（
（

。

　

と
は
い
え
か
つ
て
の
ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
過
程
で
、
多
く
の
関
連
史
料
が
検
証
さ
れ
、
琉
球
王
国
の
海
外
通
交
史
研
究
の
萌
芽
期
に

お
い
て
、
大
き
な
意
義
を
は
た
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
ゴ
ー
レ
ス
が
琉
球
人
を
指
す
こ
と
自
体
は
ま
ち
が
い
な

い
と
し
て
も
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
人
が
な
ぜ
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
た
の
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
な
ぜ
当
初
は
彼
ら
を
ゴ
ー

レ
ス
と
呼
び
、
の
ち
に
は
琉レ
キ
オ
ス

球
人
（Lequios

）
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
な
お
未
解
明
の
問
題
も
少
な
く
な
い
。
ま

た
ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
過
程
で
紹
介
さ
れ
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
の
諸
史
料
は
、
論
争
の
退
潮
と
と
も
に
、
琉
球
史

研
究
の
活
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
単
に
ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
十
六
世
紀
初
頭
の
琉
球
王
国
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
に
関
す
る
有
意
義
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
ま
ず
ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
経
過
と
そ
の
論
点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
ゴ
ー
レ
ス
に
言
及
す
る
諸
国
語
の
史
料

を
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
紹
介
し
、
十
五
世
紀
中
期
以
降
の
ア
ラ
ブ
人
航
海
者
や
、
十
六
世
紀
初
頭
に
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
、
琉
球
人
を
ア
ル
・
グ
ー
ル
や
ゴ
ー
レ
と
し
て
記
録
し
た
理
由
と
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
試
み
て

み
た
い
。

一　

ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
進
展
と
そ
の
論
点

　

一
連
の
ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
第
二
代
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督
で
あ
っ
た
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
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ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
（A

fonso de A
lbuquerque

）
の
事
績
を
、
庶
子
の
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
（B

raz de A
lbuquerque

）
が

叙
述
し
た
、『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』（C

om
m

entarios do grande Afonso D
alboquerque

）
の
記
事
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
紀
初
頭
の
マ
ラ
ッ
カ
に
は
、
毎
年
二
～
三
隻
の
ゴ
ー
レ
ス
の
貿
易
船
が
来
航
し
、
生
糸
・
織
物
・
陶
磁

器
・
小
麦
・
銅
・
金
塊
な
ど
を
マ
ラ
ッ
カ
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
こ
の
ゴ
ー
レ
ス
人
の
国
は
レ
ケ
ア
（Lequea

）
と
呼
ば
れ
、
彼

ら
は
色
白
で
正
直
で
あ
り
、
長
剣
と
短
剣
を
佩
用
し
て
お
り
、
交
易
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に
帰
国
し
、
マ
ラ
ッ
カ
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
の
ゴ
ー
レ
ス
記
事
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、
日
本
で
は
幕
末
の
安
政
三
年
に
あ
た
る
一
八
五
六

年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
（John C

raw
furd

）『
イ
ン
ド
諸
島
と
周
辺
諸
国
の
記
述
的
辞
典
』（A D

escriptive 

D
ictionary of the Indian Islands and Adjacent C

ountries

）
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
氏
は
ゴ
ー
レ
ス
が
マ
ラ
ッ
カ
に
も
た
ら

し
た
黄
金
や
小
麦
を
日
本
産
と
み
な
し
、
彼
ら
は
日
本
人
で
あ
る
と
推
定
し
た（

（
（

。
一
方
、
一
八
七
五
～
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ア

ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
英
訳
本
で
は
、
訳
者
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
・
グ
レ
イ
・
バ
ー
チ
氏
（W

alter de G
ray B

irch

）
は
、
ゴ
ー
レ
ス

と
は
、
レ
キ
ア
す
な
わ
ち
琉
球
諸
島
の
住
民
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
ほ
か
に
一
八
八
六
年
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
ラ
イ
ン
（Johann Justus R

ein

）
氏
が
、
マ
ラ
ッ
カ
に
絹
や
陶
磁

器
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
ゴ
ー
レ
ス
は
、
実
際
に
は
朝
鮮
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
説
き（

（
（

、
一
八
九
九
年
に
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス

テ
フ
ァ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（R

ichard Stephen W
hitney

）
氏
が
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
琉
球
の
貿
易
船
に
同
乗
し
た
日
本
人
だ
と
推

測
し
た（

（
（

。
さ
ら
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ェ
ラ
ン
氏
（G

abriel Ferrand
）
は
、
新
た
に
イ
ス
ラ
ム
航
海
書
か
ら
、
中
国
の
近
海
に
あ
る

ア
ル
・
グ
ー
ル
（A

l-G
hūr

）
と
い
う
島
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
、
こ
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
は
台
湾
を
指
し
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
そ

の
住
民
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
十
九
世
紀
後
半
か
ら
、
西
欧
の
ア
ジ
ア
学
者
は
、
ゴ
ー
レ
ス
の
実
態
を
日
本
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人
・
琉
球
人
・
台
湾
人
な
ど
と
す
る
諸
説
を
提
示
し
た
が
、
総
じ
て
推
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
人
の
研
究
者
が
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
に
み
え
る
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
最
初
に
論
じ
た
の
は
、
一
九
〇
〇

年
の
高
桑
駒
吉
「
欧
州
人
渡
来
以
前
足
利
時
代
に
於
け
る
南
蕃
交
通
の
形
跡
」
で
あ
っ
た
。
高
桑
氏
は
ゴ
ー
レ
ス
は
両
刀
を
佩
用
し
、

金
塊
や
小
麦
を
輸
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
日
本
人
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
本
国
を
レ
キ
ア
と
称
し
た
の
は
、
日
本
人
と
琉
球
人
を
混
同

し
た
か
、
日
本
人
が
琉
球
経
由
で
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
た
め
だ
と
論
じ
た（

（
（

。
一
九
〇
九
年
に
は
柴
謙
太
郎
氏
、
一
九
一
六
年
に
は

川
島
元
次
郎
氏
も
、
新
た
に
い
く
つ
か
の
関
連
史
料
を
紹
介
し
て
、
高
桑
説
に
賛
同
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
一
九
一
四
年
に
は
、
藤
田
豊

八
氏
が
ゴ
ー
レ
ス
と
は
倭
人
（w

o-jen

）
の
転
訛
で
あ
り
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
ゴ
ー
レ
ス
＝
日
本
人
は
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の
本

国
を
隠
し
て
、
レ
キ
ア
＝
琉
球
か
ら
来
た
と
称
し
た
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。
一
方
で
一
九
一
五
～
一
八
年
に
は
、
内
田
銀
蔵
氏
が
ゴ
ー

レ
ス
を
高
麗
の
転
訛
と
想
定
し
た
う
え
で
、
ゴ
ー
レ
ス
問
題
に
関
す
る
欧
米
や
日
本
の
先
行
研
究
を
詳
し
く
紹
介
し
た
。
た
だ
し

ゴ
ー
レ
ス
＝
高
麗
説
の
具
体
的
な
考
証
は
、
内
田
氏
の
逝
去
に
よ
り
未
発
表
に
終
わ
っ
た（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
代
ま
で
は
、
日
本
の
研
究
者
は
内
田
氏
を
除
い
て
、
ゴ
ー
レ
ス
が
両
刀
を
帯
び
、
金
塊
や
小
麦
を
輸
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
を
日
本
人
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
一
五
二
〇
年
代
か
ら
ゴ
ー
レ
ス
を
琉
球
人
と
す

る
見
解
を
積
極
的
に
主
張
し
た
の
が
秋
山
謙
蔵
氏
で
あ
る
。
秋
山
氏
は
ま
ず
一
九
二
八
年
に
、
琉
球
の
家
譜
史
料
に
よ
り
、
一
五

～
十
六
世
紀
の
琉
球
王
国
が
、
マ
ラ
ッ
カ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
活
発
に
通
交
し
て
い
た
史
実
を
は
じ
め
て
指
摘
し
、『
ア

ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
に
み
え
る
ゴ
ー
レ
ス
の
記
述
も
、
琉
球
の
海
外
貿
易
や
風
俗
習
慣
に
関
す
る
同
時
代
史
料
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
、
ゴ
ー
レ
ス
は
琉
球
人
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
一
九
三
〇
年
に
は
シ
ャ
ル
ル
・
ア
グ
ノ
エ
ル
（C

harles 

H
aguenauer

）
氏
も
、
秋
山
説
を
紹
介
し
て
賛
意
を
示
し
た（

（（
（

。

　

と
は
い
え
一
九
三
〇
年
代
以
降
も
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
日
本
人
説
を
説
く
論
者
は
な
お
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
前
嶋
信
次
氏
が
、
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フ
ェ
ラ
ン
氏
の
紹
介
し
た
イ
ス
ラ
ム
史
料
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
日
本
人
で
あ
り
、
そ
の
本
国
で
あ
る
ゴ
ー
ル
と
は
、

五
島
列
島
の
転
訛
だ
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
同
年
に
は
岡
本
良
知
氏
も
、
ゴ
ー
レ
ス
や
琉レ
キ
オ
ス

球
人
に
つ
い
て
記
し
た
多
く
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
史
料
を
新
た
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ー
レ
ス
を
日
本
人
、
ゴ
ー
ル
を
五
島
の
転
訛
と
す
る
前
嶋
説
に
賛
同
し
た（

（（
（

。
こ
れ

に
対
し
、
や
は
り
同
年
に
桑
田
六
郎
氏
は
、
ゴ
ー
ル
を
五
島
に
比
定
す
る
こ
と
は
音
韻
的
に
無
理
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
と
は
高
麗
に
由

来
す
る
名
称
で
、
の
ち
に
漠
然
と
琉
球
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
ほ
か
に
一
九
三
五
年
に
は
、
藤
田
元
春
氏
が

ゴ
ー
レ
ス
と
は
薩
摩
半
島
南
部
の
郡こ
お
りと

い
う
地
名
に
由
来
す
る
と
し
て
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
薩
摩
の
坊
津
か
ら
来
航
し
た
日
本
人
を
指

す
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た（

（（
（

。

　

し
か
し
一
九
三
一
年
に
『
歴
代
宝
案
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
琉
球
王
国
が
マ
ラ
ッ
カ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
活
発
な

貿
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
人
の
東
南
ア
ジ
ア
渡
航
の
事
実
は
ま
っ
た
く
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
説
を
し
だ
い
に
有
利
と
し
て
い
っ
た
。
秋
山
謙
蔵
氏
は
『
歴
代
宝
案
』
の
ほ
か
、
前
嶋
氏
や
岡

本
氏
が
紹
介
し
た
イ
ス
ラ
ム
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
も
援
用
し
て
、
自
説
を
さ
ら
に
補
強
し
て
い
る（

（（
（

。
小
葉
田
淳
氏
も
一
九
三
五
年
に
、

『
歴
代
宝
案
』
を
活
用
し
て
琉
球

－

マ
ラ
ッ
カ
貿
易
の
実
態
を
解
明
し
、
ゴ
ー
レ
ス
は
明
ら
か
に
琉
球
人
で
あ
る
と
論
じ
た（

（（
（

。
ま
た

岡
本
良
知
氏
も
、
一
九
三
六
年
刊
の
『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』
で
は
、
秋
山
・
小
葉
田
説
に
よ
っ
て
、
ゴ
ー
レ
ス
は
お
も

に
琉
球
人
で
あ
る
と
認
め
た
が
、
日
本
人
が
そ
こ
に
混
在
し
て
い
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
安
里
延
氏
も
、
一
九
四
一

年
刊
の
『
日
本
南
方
発
展
史
』
に
お
い
て
、
秋
山
・
小
葉
田
説
を
全
面
的
に
支
持
し
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
説
を
主
張
し
た（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
ゴ
ー
レ
ス
論
争
は
、
琉
球
王
国
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
解
明
が
進
む
と
と
も
に
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
説
が
し
だ
い
に

優
勢
と
な
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
戦
後
に
な
る
と
、
南
洋
史
研
究
の
拠
点
で
あ
っ
た
台
北
帝
国
大
学
が
消
滅
し
、
沖
縄
が
米
軍
占
領

下
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
洋
史
・
琉
球
史
研
究
自
体
が
ま
っ
た
く
低
調
に
な
り
、
日
本
に
お
け
る
ゴ
ー
レ
ス
論
争
も
停
頓
し
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て
し
ま
っ
た
。
専
論
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
前
嶋
信
次
氏
が
一
九
六
一
年
に
、
フ
ェ
ラ
ン
氏
の
紹
介
し
た
イ
ス
ラ
ム
史
料
を
再
検
証

し
て
、
ゴ
ー
ル
＝
五
島
と
し
た
旧
説
を
撤
回
し
、
琉
球
説
を
追
認
し
た
論
考
が
あ
る
に
と
ど
ま
る（

（（
（

。

　

な
お
一
連
の
ゴ
ー
レ
ス
論
争
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
琉
球
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
と
し
て
ま
ず
思
い
う
か
べ
る
、
ト
メ
・

ピ
レ
ス
（Tom

é Pires

）
の
（Sum

a O
riental

）
は
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
同
書
は
未
刊
行
の
写
本
の
ま
ま
長
く
埋
も
れ

て
お
り
、
一
九
三
七
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ル
マ
ン
ド
・
コ
ル
テ
ザ
ン
（A

rm
ando C

ortesão

）
氏
が
、
パ
リ
国
立
図
書
館
で
そ
の

写
本
を
発
見
し
た
。
コ
ル
テ
ザ
ン
氏
が
翌
年
に
そ
の
東
ア
ジ
ア
関
係
記
事
を
紹
介
し（

（（
（

、
一
九
四
四
年
に
そ
の
英
語
訳
注
本
を
刊
行
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
日
本
で
は
、
英
訳
本
の
刊
行
後
に
は
ゴ
ー
レ
ス
論
争
自

体
が
下
火
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
豊
富
な
内
容
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
書
の
琉レ
キ
オ
ス

球
人
関
連
記
事
が
周
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
六
年
に
大
航
海
時
代
叢
書
の
一
冊
と
し
て
、
生
田
滋
氏
ら
に
よ
る
訳
注
本
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら

で
あ
っ
た（

（（
（

。

　
『
東
方
諸
国
記
』
の
琉
球
記
事
は
、
ゴ
ー
レ
ス
論
争
で
紹
介
さ
れ
た
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
な
ど
の
史
料
と
く
ら
べ
て
も
、
よ

り
詳
細
か
つ
具
体
的
で
あ
り
、
そ
の
後
は
琉
球
関
係
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
と
い
え
ば
、
も
っ
ぱ
ら
『
東
方
諸
国
記
』
が
紹
介
さ
れ
、

他
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
同
書
で
は
、
冒
頭
に
「
琉レ
ケ
オ球
人
は
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
る
」
と
端
的
に

記
す
の
に
対
し
、
日ジ
ャ
ン
ポ
ン本（Jam

pon

）
人
に
つ
い
て
は
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
説
は
ほ

ぼ
完
全
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
そ
の
後
も
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
が
何
に
由
来
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
呼
称
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
伝
え
た
か
、
と

い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
議
論
が
停
滞
し
て
お
り
、
い
ま
だ
に
定
説
が
な
い
。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
に

い
た
り
、
的
場
節
子
氏
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
を
提
示
し
た
。
的
場
氏
は
十
六
世
紀
の
モ
ル
ッ
カ
（
マ
ル
ク
）
海
域
で
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は
、
長
剣
を
ゴ
ー
レ
（gole

）
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
刀
剣
を
帯
び
た
人
々
を
意
味
し
て
お
り
、
両
刀
を

帯
び
日
本
刀
を
も
た
ら
し
た
琉
球
人
も
、
ゴ
ー
レ
ス
と
称
さ
れ
た
と
説
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
た
だ
し
的
場
氏
の
新
説
は
、『
東
方
諸
国

記
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ポ
ン
を
、
日
本
で
は
な
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
比
定
す
る
独
自
の
見
解
と
も
関
連
し
て
お
り
、
ゴ
ー

レ
ス
に
つ
い
て
も
、
元
来
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
の
刀
剣
を
帯
び
た
民
族
を
指
し
て
い
た
と
み
な
し
て
い
る
。

　

ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
語
源
や
伝
流
を
考
証
す
る
た
め
に
は
、
一
部
の
史
料
だ
け
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
史
料

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
な
ど
を
、
包
括
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た

ゴ
ー
レ
ス
問
題
に
関
わ
る
諸
史
料
を
、
総
合
的
に
検
討
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン

マ
ー
氏
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
の
前
史
と
し
て
、
ゴ
ー
レ
ス
や
琉レ
キ
オ
ス

球
人
に
関
連
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
中
心
と
す
る
諸

史
料
を
時
系
列
的
に
整
理
・
紹
介
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
日
本
で
は
、
こ
の
論
考
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
琉
球
史
研
究
者
に
も
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ（

（（
（

。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
氏
の
論
考
を
参
照

し
、
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
史
料
も
追
加
し
て
、
ゴ
ー
レ
ス
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
語
史
料
を
、
で

き
る
だ
け
網
羅
的
に
紹
介
・
検
討
し
、
ゴ
ー
レ
ス
問
題
に
対
す
る
再
検
討
を
試
み
て
み
た
い
。

二　

ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
情
報

　

ゴ
ー
ル
や
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
論
及
し
た
史
料
と
し
て
は
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
書
簡
や
、『
東
方
諸
国
記
』・

『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
が
数
も
多
く
、
内
容
も
詳
細
か
つ
具
体
的
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ

に
先
ん
じ
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
航
海
書
に
も
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
若
干
の
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ
タ
リ
ア
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語
・
ラ
テ
ン
語
史
料
に
も
ゴ
ー
ル
や
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
本
節
で
は
従
来
の
先
行
研
究
で
紹
介
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

史
料
を
、
網
羅
的
に
翻
訳
・
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
関
連
史
料
は
、
ま
ず
一
九
八
二
年
に
Ｇ
・
フ
ェ
ラ
ン
氏
が
仏
訳
で
紹
介
し（

（（
（

、
一
九
二
一
～
二
五
年

に
は
そ
れ
ら
の
記
事
を
含
む
航
海
書
の
写
真
版
を
刊
行
し
て
い
る（

（（
（

。
日
本
で
は
一
五
三
二
年
に
前
嶋
信
次
氏
が
、
い
く
つ
か
の
ア

ル
・
グ
ー
ル
関
連
記
事
を
フ
ェ
ラ
ン
の
仏
訳
に
よ
り
紹
介
し
、
さ
ら
に
一
九
六
一
年
に
は
、
写
真
版
に
よ
り
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
訳
出

し
た（

（（
（

。
さ
ら
に
一
九
七
一
年
に
は
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ラ
ン
ダ
ル
・
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
（G

erald R
andall Tibbetts

）
氏
が
、
特
に
代
表
的

な
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
（A

h
3 m

ad ibn M
ājid al-N

ajdī

）
の
航
海
書
の
英
訳
を
刊
行
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
こ
で
は
前
嶋
氏
が
和
訳
し
た
史

料
は
そ
れ
を
引
用
し
、
前
嶋
訳
が
な
い
史
料
は
、
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
氏
の
英
訳
に
よ
り
訳
出
し
た
。

【
史
料
１
】
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
『
海
洋
学
精
選
』

　

イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
オ
マ
ー
ン
沿
岸
の
出
身
で
、
十
五
世
紀
後
半
に
イ
ン
ド
洋
で
活
動
し
た
著
名
な
航
海

者
で
あ
り
、
多
く
の
航
海
指
南
書
を
著
し
た（

（（
（

。『
海
洋
学
精
選
』（H

3 āw
īyat al-ikhtis

3 ār fī us

3 ūl ‘ilm
 al-bih

3 ār

）
は
、
彼
が
一
四
六
二

年
以
降
に
著
し
た
最
初
の
著
作
で
、
イ
ン
ド
洋
を
中
心
と
し
た
航
海
知
識
を
韻
文
で
記
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
な
お
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ

ド
は
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
（Vasco da G

am
a

）
の
最
初
の
イ
ン
ド
航
海
の
際
に
、
ア
フ
リ
カ
東
岸
の
マ
リ
ン
デ
ィ
か
ら
カ
リ

カ
ッ
ト
ま
で
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い（

（（
（

。
た
だ
し
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
氏
に
よ
れ
ば
、
ガ
マ
艦
隊
の
乗
員
に
よ
る

諸
記
録
で
は
、
ガ
マ
艦
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
ム
ス
リ
ム
と
記
し
て
お
り
、
ア
ラ
ビ
ア
出
身
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド

と
は
符
合
し
な
い
。
彼
は
高
名
な
航
海
者
だ
っ
た
た
め
、
後
世
に
ガ
マ
艦
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
仮
託
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　

同
書
で
は
、
中
国
沿
海
の
諸
港
に
つ
い
て
述
べ
た
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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そ
れ
ら
の
次
が
ジ
ー
ト
ゥ
ー
ン
（Zītūn

、
泉
州
）
で
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
あ
れ
。

か
の
人
々
の
帝
王
の
都
は
カ
ン
バ
ー
リ
ク
（K

anbālik

、
北
京
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
地
方
か
ら
南
に
ゆ
け
ば
、
あ
る
も
の
と
い
え
ば
危
険
と
ア
ル
・
グ
ー
ル
（al-G

hūr

）
だ
け
だ
と（

（（
（

。

　

こ
れ
が
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
つ
い
て
言
及
し
た
、
現
存
す
る
最
初
の
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
伝
え
ら
れ
た
ア
ル
・
グ
ー
ル
は
、
中
国

の
南
方
海
上
に
あ
る
、
人
跡
の
及
び
が
た
い
僻
遠
の
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
漠
然
と
し
た
記
事

で
あ
り
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
が
は
た
し
て
琉
球
を
指
す
の
か
ど
う
か
も
不
確
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
再
考
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

【
史
料
２
】
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
『
航
海
学
の
基
礎
に
関
す
る
有
益
情
報
』

　
『
航
海
学
の
基
礎
に
関
す
る
有
益
情
報
』（K

itāb al-Faw
ā’id fī us

3 ūl ‘ilm
 al-bah

3 r w
a’l-qaw

ā’id

）
は
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
が

一
四
八
八
～
一
四
九
〇
年
に
執
筆
し
た
著
作
で
あ
り
、
全
十
二
篇
か
ら
な
る
。
イ
ン
ド
洋
か
ら
ジ
ャ
ワ
海
に
い
た
る
航
海
技
術
や

航
路
情
報
を
、
散
文
で
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
ア
ラ
ブ
系
航
海
書
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
同
書
で
は
、
主
要
な

島
々
に
つ
い
て
記
し
た
第
十
篇
に
二
か
所
、
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
る
航
海
術
に
つ
い
て
記
し
た
第
十
一
篇
に
一
か
所
、
ア
ル
・
グ
ー
ル

に
関
す
る
記
事
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
フ
ェ
ラ
ン
氏
や
前
嶋
氏
が
訳
出
し
た
の
は
第
十
篇
の
一
か
所
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
テ
ィ

ベ
ッ
ツ
氏
の
英
訳
に
よ
り
、
他
の
二
か
所
も
訳
出
し
た
。

【
史
料
２
ａ
】
第
十
篇
「
諸
島
に
つ
い
て
」

　

第
十
編
で
は
、
マ
ー
ジ
ド
は
イ
ン
ド
洋
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
主
要
な
十
の
島
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
れ
ら
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島

（
太
古
は
島
だ
っ
た
と
説
く
）、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
、
セ
イ
ロ
ン
、
ザ
ン
ジ
バ
ル
、
バ
ー
レ
ー
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ン
、
ホ
ル
ム
ズ
と
キ
ー
シ
ュ
、
ソ
コ
ト
ラ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
五
番
目
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
関
す
る
記
述
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
の
島
は
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
。
ア
ル
・
グ
ー
リ
ー
鉄
の
産
地
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
鉄
を
断
つ
、
す
ば
ら
し
い
切
れ

味
の
剣
を
産
す
る
が
、
ジ
ャ
ワ
の
言
葉
で
は
、
こ
れ
を
リ
キ
ー
ウ
ー
（likīw

ū

）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
王
（sult

3 ān

）
は
異
教

徒
で
、
中
国
の
王
た
ち
の
武
力
と
資
源
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
と
戦
っ
て
い
る
。
そ
の
民
は
ま
こ
と
に
強
悍
で
、
彼
ら

よ
り
も
も
っ
と
勇
気
の
あ
る
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
人
は
、
他
国
の
一
人
を
相
手
に
せ
ず
、
よ
く
そ
の
一
群
と
戦
う
の

で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
記
事
は
、
史
料
１
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
（
１
）
鋭
利
な
刀
剣
を
生
産
し
、
ジ
ャ
ワ
で
は

リ
キ
ー
ウ
ー
と
呼
ば
れ
た
こ
と
、（
２
）
そ
の
人
民
は
き
わ
め
て
勇
敢
で
、
中
国
と
交
戦
し
て
い
た
、
と
い
う
情
報
が
重
要
で
あ
る
。

前
嶋
氏
は
当
初
、（
１
）
は
日
本
刀
、（
２
）
は
倭
寇
の
中
国
襲
来
を
伝
え
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
は
日
本
人
で
あ
り
、

グ
ー
ル
（
ゴ
ー
ル
）
と
は
五
島
の
転
訛
と
み
な
し
た
が
、
の
ち
に
は
琉
球
説
に
同
意
し
た
。（
１
）
に
つ
い
て
は
、
琉
球
人
が
東
南

ア
ジ
ア
に
輸
出
し
た
日
本
刀
が
、
琉
球
産
と
誤
認
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
リ
キ
ー
ウ
ー
と
は
む
ろ
ん
琉
球
を
意
味
し
て
い
る
。（
２
）

に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
十
五
世
紀
前
半
の
前
期
倭
寇
の
活
動
が
、
琉
球
人
と
混
同
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

【
史
料
２
ｂ
】
第
十
篇
「
諸
島
に
つ
い
て
」（
続
）

　

第
十
編
の
末
尾
で
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は
そ
こ
で
論
述
し
た
主
要
諸
島
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

概
括
す
れ
ば
、
諸
島
の
な
か
で
も
っ
と
も
繁
栄
し
て
い
る
の
は
、
五
つ
の
島
々
で
あ
る
。
そ
れ
は
バ
ー
レ
ー
ン
、
ジ
ャ
ル
ー
ン
、

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
、
セ
イ
ロ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
ホ
ル
ム
ズ
沿
岸
の
ジ
ャ
ル
ー
ン
が
も
っ
と
も
繁
栄
し
て
お
り
、

イ
ラ
ク
の
人
々
の
港
で
あ
る
た
め
、
商
売
の
規
模
も
最
大
で
あ
る
。
…
…
バ
ー
レ
ー
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ら
の
文
明
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る（

（（
（

。
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こ
こ
で
は
ア
ル
・
グ
ー
ル
が
、
バ
ー
レ
ー
ン
・
ホ
ル
ム
ズ
・
セ
イ
ロ
ン
な
ど
の
イ
ン
ド
洋
交
易
の
拠
点
や
、
イ
ス
ラ
ム
圏
西
端
の

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
（
む
ろ
ん
島
で
は
な
い
が
）
と
と
も
に
、
も
っ
と
も
繁
栄
し
た
島
々
の
な
か
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
十
五
世
紀
末

に
は
、
ム
ス
リ
ム
海
商
は
マ
ラ
ッ
カ
な
ど
に
お
い
て
し
ば
し
ば
琉
球
人
と
接
触
し
た
は
ず
で
あ
り
、
琉
球
人
の
活
発
な
貿
易
活
動
が
、

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
だ
し
た
の
だ
ろ
う
。

【
史
料
２
ｃ
】
第
十
一
篇
「
モ
ン
ス
ー
ン
と
関
連
諸
事
項
」

　

第
十
一
篇
で
は
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は
イ
ン
ド
洋
と
そ
の
周
辺
の
モ
ン
ス
ー
ン
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
航
路
や
航
海
シ
ー
ズ
ン

に
つ
い
て
、
地
域
別
に
詳
細
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
関
す
る
言
及
は
、「
イ
ン
ド
東
部
か
ら
ア
フ
リ

カ
へ
の
往
復
」
の
項
目
に
あ
ら
わ
れ
る
。

す
べ
て
の
南
方
気
候
帯
の
人
々
は
、
ダ
ブ
ー
ル
（D

abūr

）
の
終
わ
り
に
航
海
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
赤
道
ま
で
は
降
雨
に
耐
え

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
す
れ
ば
モ
ン
ス
ー
ン
に
対
応
で
き
る
。
ソ
フ
ァ
ー
ラ
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
）
や
、
河
口
地
域
（
ザ

ン
ベ
ジ
川
河
口
を
指
す
）
か
ら
、
ザ
ン
ジ
ュ
（Zanj

、
ザ
ン
ジ
バ
ル
）
沿
岸
に
向
か
い
、
ま
た
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
ジ
ャ
ワ
や
近

隣
地
方
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
モ
ル
ッ
カ
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
南
方
諸
島
か
ら
出
帆
す
る
人
々
も
同

様
で
あ
る
。
彼
ら
は
ダ
ー
マ
ー
ニ
ー
（D

ām
ānī

）
が
終
わ
っ
た
と
き
だ
け
に
航
海
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。

　

イ
ン
ド
洋
で
は
四
月
か
ら
八
月
ま
で
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
が
強
く
吹
く
。
こ
の
時
期
は
西
か
ら
東
へ
の
航
海
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
四

月
～
五
月
末
ま
で
を
ダ
ブ
ー
ル
（R

īh

3  al-D
abūr

）、
八
月
末
～
九
月
上
旬
を
ダ
ー
マ
ー
ニ
ー
（R

īh

3  al-D
ām

ānī

）
と
称
す
る
。
ダ

ブ
ー
ル
の
後
は
雨
期
に
入
り
、
航
海
は
難
し
く
な
る
。
一
方
、
ダ
ー
マ
ー
ニ
ー
が
終
わ
っ
た
九
月
下
旬
か
ら
は
、
北
東
モ
ン
ス
ー
ン

が
安
定
し
て
吹
き
、
東
か
ら
西
へ
の
航
海
シ
ー
ズ
ン
に
な
る（

（（
（

。
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
ジ
ャ
ワ
へ
の
航
海
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
、

モ
ル
ッ
カ
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
を
出
帆
す
る
船
の
目
的
地
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
西
方
の
マ
ラ
ッ
カ
方
面
だ
ろ
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う
。
ア
ル
・
グ
ー
ル
は
モ
ル
ッ
カ
や
ジ
ャ
ワ
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
海
域
の
東
方
に
な
っ
て
、
秋
期
の
北
東
モ
ン
ス
ー
ン
で
来
航
す
る

地
域
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

【
史
料
３
】
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
『
海
洋
学
の
精
密
な
る
知
識
に
お
け
る
マ
フ
ラ
の
支
柱
』

　

十
五
世
紀
後
半
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
に
つ
づ
く
、
十
六
世
紀
初
頭
を
代
表
す
る
航
海
書
の
作
者
が
、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・

マ
フ
リ
ー
（Sulaym

ān al-M
ahrī

）
で
あ
る
。
彼
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
岸
の
マ
フ
ラ
に
出
自
す
る
航
海
者
で
あ
り
、
一
五
一
一
年

に
こ
の
『
海
洋
学
の
精
密
な
る
知
識
に
お
け
る
マ
フ
ラ
の
支
柱
』（‘U

m
dat al-M

ahrīya fī d

3 abt

3  al-‘ilm
 al-bah

3 rīya

）
を
完
成
し
た（

（（
（

。

同
書
も
散
文
に
よ
り
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
ジ
ャ
ワ
海
に
い
た
る
航
海
技
術
の
実
践
的
知
識
を
集
成
し
て
お
り
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は

言
及
し
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
新
航
路
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
書
で
は
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
ジ
ロ
ロ
島
ま
で
の
航
路
を
述
べ
た
部
分
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
（Fariyūk

）
ま
た
は
フ
ィ
リ
ュ
ー
ク
（Firiyūk

）
の
島
は
、
同
じ
よ
う
に
大
き
く
、
住
民
が
お
り
、
中
国
の

諸
港
の
東
南
に
位
置
す
る
。
つ
ぎ
に
ア
ル
・
グ
ー
ル
の
島
が
く
る
、
そ
れ
は
住
民
の
あ
る
大
島
で
、
中
国
の
上
に
あ
っ
て
、
そ

の
南
方
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
王
は
中
国
の
民
と
戦
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
ア
ル
・
グ
ー
リ
ー
鉄
の
産
地
で
あ
る（

（（
（

。

　

ア
ル
・
グ
ー
ル
を
中
国
の
上
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
ア
ラ
ブ
系
の
地
図
で
は
南
方
を
上
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
ア
ル
・
グ
ー
ル
の

説
明
は
マ
ー
ジ
ド
の
記
事
（
史
料
２
ａ
）
を
簡
略
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
東
南
に
あ
る
と
い
う
フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
／
フ
ィ

リ
ュ
ー
ク
の
記
事
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
島
に
つ
い
て
は
、
位
置
的
に
は
日
本
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
で
は
な
い
。

　

な
お
こ
の
記
事
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
海
軍
提
督
で
あ
っ
た
ア
リ
ー
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
（Sidi A

li Ç
elebi

）
が
、
彼
の
艦
隊
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
艦
隊
に
攻
撃
さ
れ
、
一
五
四
四
年
に
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
に
漂
着
し
た
際
に
執
筆
し
た
、
ト
ル
コ
語
の
航
海
書
『
大
洋
』（al-
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M
uh

3 īt

3

）
に
も
、
ほ
ぼ
同
文
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

【
史
料
４
】
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
『
海
の
知
識
に
関
す
る
優
良
な
る
指
針
』

　
『
海
の
知
識
に
関
す
る
優
良
な
る
指
針
』（M

inhaj al-fākhir fī ‘ilm
 al-bah

3 r al-zākhir

）
は
、
前
述
の
『
マ
フ
ラ
の
支
柱
』
に
補

訂
を
加
え
て
成
立
し
た
航
海
書
で
あ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
は
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
ま
た
は
フ
ィ
リ
ュ
ー
ク
の
島
も
、
大
き
な
島
々
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
中
国
の
諸
港
の
東
南
に
位
置

す
る
。
有
名
な
島
々
の
な
か
に
は
リ
キ
ュ
ー
の
島
（Jazīrat Likiyū

）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
に
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
い
う
名

で
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
記
事
は
簡
略
で
あ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
史
料
と
し
て
は
は
じ
め
て
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
が
リ
キ
ュ
ー
（
琉
球
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
を
記
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
す
で
に
マ
ー
ジ
ド
も
、
ジ
ャ
ワ
人
が
ア
ル
・
グ
ー
ル
の
も
た
ら
す
刀
剣
を
リ
キ
ー
ウ
ー

と
よ
ぶ
こ
と
を
記
し
て
い
た
が
（
史
料
２
ａ
）、
こ
こ
で
は
リ
キ
ュ
ー
＝
琉
球
が
島
名
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
ラ
ブ
人
航
海
者
に
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
関
す
る
簡
単
な
情
報
が
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず

十
五
世
紀
後
半
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
は
、
次
の
よ
う
な
国
で
あ
っ
た
。
①
中
国
の
南
方
海
上
に
位

置
す
る
島
で
あ
る
。
②
ア
ル
・
グ
ー
リ
ー
鉄
と
、
ジ
ャ
ワ
人
が
リ
キ
ー
ウ
ー
と
呼
ぶ
鋭
利
な
刀
を
産
す
る
。
③
そ
の
王
は
異
教
徒
で
、

住
民
は
勇
敢
で
あ
り
、
中
国
人
と
交
戦
し
て
い
る
。
④
世
界
中
で
も
繁
栄
し
た
島
々
の
一
つ
で
あ
る
。
⑤
夏
季
の
南
西
モ
ン
ス
ー
ン

（
ダ
ー
マ
ー
ニ
ー
）
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
、
西
方
へ
と
航
海
す
る
。
さ
ら
に
十
六
世
紀
初
頭
の
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー

は
、
次
の
情
報
を
つ
け
く
わ
え
た
。
⑥
ア
ル
・
グ
ー
ル
の
近
く
、
中
国
の
東
南
海
上
に
フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
と
い
う
大
島
が
あ
る
。
⑦
ア
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ル
・
グ
ー
ル
は
一
般
に
リ
キ
ュ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
②
は
、
琉
球
人
が
も
た
ら
し
た
日
本
刀
を
、
琉
球
産
品
と
誤
解
し
た
の
だ
ろ
う
。
③
は
、
前
期
倭
寇
の
活
動
を
琉
球
と

混
同
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
④
は
、
十
五
世
紀
中
後
期
に
お
け
る
、
琉
球
王
国
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
全
盛
期
の
状
況
を

反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
⑤
の
よ
う
に
、
琉
球
船
が
夏
季
の
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
が
終
わ
っ
た
旧
暦
八
～
九
月
ご
ろ
に
出
帆
し
、

マ
ラ
ッ
カ
方
面
に
渡
航
し
た
こ
と
は
、『
歴
代
宝
案
』
か
ら
も
確
認
で
き
る（

（（
（

。
総
じ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
に
お
け
る
ア
ル
・
グ
ー
ル

＝
琉
球
記
事
は
、
若
干
の
混
同
を
含
み
な
が
ら
も
、
漠
然
と
琉
球
王
国
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
状
況
を
伝
え
た
も
の
と
い
え
る
。
お

そ
ら
く
マ
ラ
ッ
カ
な
ど
で
実
際
に
琉
球
人
と
接
し
た
イ
ス
ラ
ム
海
商
が
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
り
、
こ
う
し
た
内
容
が
記
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。

三　

マ
ラ
ッ
カ
占
領
前
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
の
ゴ
ー
レ
ス
情
報

　

一
五
四
八
年
に
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
カ
リ
カ
ッ
ト
に
到
達
し
て
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
砲
艦
の
威
力
を
背
景
と
し
て
、
強
引

に
イ
ン
ド
貿
易
に
参
入
し
た
。
一
五
〇
五
年
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
（Francisco de A

lm
eida

）
が
初
代
の
イ
ン

デ
ィ
ア
副
王
と
な
り
、
一
五
〇
九
年
に
は
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
第
二
代
副
王
に
就
任
し
た
。
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
翌
年
に
は
ゴ
ア
を
占
領

し
、
本
拠
を
コ
チ
ン
か
ら
ゴ
ア
に
移
し
た
。
そ
し
て
あ
た
か
も
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
が
『
海
洋
学
の
精
密
な
る
知
識

に
お
け
る
マ
フ
ラ
の
支
柱
』
を
著
し
た
一
五
一
一
年
に
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
、
ジ
ャ
ワ
海
域
・
南
シ
ナ
海
域
へ

の
進
出
拠
点
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
五
一
五
年
に
は
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
ホ
ル
ム
ズ
を
服
属
さ
せ
要
塞
を
建
設
し
た
。
こ
う

し
て
ゴ
ア
を
中
心
と
し
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
ジ
ャ
ワ
海
・
南
シ
ナ
海
に
い
た
る
航
路
の
結
節
点
で
あ
る
マ
ラ
ッ
カ
と
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
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ペ
ル
シ
ア
湾
・
イ
ラ
ク
を
経
て
地
中
海
に
い
た
る
航
路
を
扼
す
る
ホ
ル
ム
ズ
を
、
東
西
の
拠
点
と
し
て
、
沿
岸
各
地
の
商
館
や
要
塞

と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
航
路
を
統
括
す
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ
ィ
ア
（Estado da Índia

）
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
は
じ
め
て
ゴ
ー
レ
ス
（G

ores

）
に
つ
い
て
伝
え
た
の
は
、
マ
ラ
ッ
カ
占
領
の
前
年
、
一
五
一
〇
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
は
一
五
一
〇
年
代
を
中
心
に
、
お
も
に
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
や
そ
の
関
係
者
の
書
簡
に
、
ゴ
ー
レ
ス
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
ゴ
ー
レ
ス
情
報
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
翻
訳

に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
の
『
大
航
海
時
代
叢
書
』
の
本
文
ま
た
は
補
注
に
訳
文
が
あ
る
場
合
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
原
文
と
対
照
し

た
う
え
で
そ
れ
ら
を
引
用
し
た
。
た
だ
し
漢
字
表
記
や
文
章
表
現
に
つ
い
て
は
、
原
訳
文
の
文
意
に
影
響
が
な
い
範
囲
で
適
宜
改
め

た
部
分
が
あ
る
。
そ
の
他
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
や
南
欧
史
料
に
つ
い
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
原
文
か
ら
訳
出
し
た
が
、
英
訳
が

あ
る
場
合
は
そ
れ
を
参
照
し
た（

（（
（

。

【
史
料
５
】
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
の
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
宛
書
簡
（
一
五
一
〇
年
二
月
六
日
）

　

一
五
〇
九
年
九
月
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
セ
ケ
イ
ラ
（D

iogo Lopes de Sequeira

）
の
率
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
艦
隊
が
、

は
じ
め
て
マ
ラ
ッ
カ
に
入
港
し
、
当
地
に
商
館
を
設
立
し
て
帰
航
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
マ
ラ
ッ
カ
王
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
野
心

を
警
戒
し
て
、
商
館
に
残
っ
た
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
（R

ui de A
raújo

）
な
ど
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
を
監
禁
し
て
し
ま
っ
た（

（（
（

。

ア
ラ
ウ
ジ
ョ
は
一
五
一
〇
年
九
月
六
日
付
で
、
彼
ら
が
マ
ラ
ッ
カ
で
得
た
情
報
を
記
し
た
書
簡
を
、
ひ
そ
か
に
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に

送
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
ゴ
ー
レ
ス
に
関
す
る
、
次
の
よ
う
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。

当
地
に
は
約
四
千
人
の
兵
士
し
か
い
な
い
よ
う
で
す
。
…
…
戦
う
こ
と
の
で
き
る
人
々
の
武
器
は
槍
、
ゴ
ー
レ
ス
か
ら
手
に
入

れ
る
少
数
の
剣
、
お
よ
び
当
地
で
作
ら
れ
る
剣
、
弓
、（
吹
矢
の
）
筒
で
す
…
…
。
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ゴ
ー
レ
ス
は
一
月
に
来
て
四
月
に
自
分
た
ち
の
国
に
む
け
て
出
発
し
ま
す
。
そ
こ
ま
で
は
途
中
四
十
日
を
要
し
、
来
航
す
る
の

に
も
四
〇
日
前
後
を
要
し
ま
す
。
彼
ら
は
商
品
と
し
て
緞
子
、
麝
香
、
黄
金
で
飾
っ
た
箱
、
剣
、
短
剣
、
銅
、
小
麦
、
砂
金
を

持
っ
て
き
ま
す
。
彼
ら
は
当
地
か
ら
胡
椒
、
若
干
の
―
―
と
い
っ
て
も
ご
く
少
量
の
丁
子
を
持
ち
帰
り
ま
す
。
…
…

マ
ラ
ッ
カ
の
周
辺
に
は
二
つ
の
金
鉱
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
鉱
と
ゴ
ー
レ
ス
の
国
か
ら
は
、
当
地
に
毎
年
九
な
い
し
十

バ
ー
ル
の
黄
金
が
運
ば
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
ゴ
ー
レ
ス
の
マ
ラ
ッ
カ
に
お
け
る
貿
易
活
動
を
、
か
な
り
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る
。
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
が
マ
ラ
ッ
カ
に
お

い
て
交
易
を
行
っ
た
際
に
得
た
、
実
際
の
知
見
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
輸
出
・
輸
入
品
と
も
に
、
そ
の
後
の
史
料
に
記
さ

れ
る
品
目
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
日
本
か
ら
の
再
輸
出
品
で
あ
っ
た
、
日
本
刀
と
黄
金
が
マ
ラ
ッ
カ
に
と
っ
て

特
に
重
要
な
商
品
で
あ
っ
た
。

【
史
料
６
】
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ヌ
エ
ル
一
世
宛
書
簡
（
一
五
一
二
年
四
月
一
日
）

　

一
五
一
一
年
四
月
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
十
八
隻
の
艦
隊
を
率
い
て
ゴ
ア
を
出
航
し
、
七
月
一
日
に
は
マ

ラ
ッ
カ
に
到
達
し
た
。
七
月
二
十
四
日
に
は
艦
隊
は
攻
撃
を
開
始
し
、
八
月
八
日
に
は
マ
ラ
ッ
カ
を
完
全
に
占
領
し
た
。
ア
ル
ブ

ケ
ル
ケ
は
そ
れ
か
ら
五
か
月
の
あ
い
だ
に
マ
ラ
ッ
カ
を
要
塞
化
し
て
支
配
体
制
を
と
と
の
え
、
十
二
月
に
は
マ
ラ
ッ
カ
を
出
航
し
、

一
五
一
二
年
初
頭
に
コ
チ
ン
に
帰
航
し
た（

（（
（

。
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
翌
年
四
月
に
、
コ
チ
ン
か
ら
国
王
マ
ヌ
エ
ル
一
世
（M

anuel I

、
在

位
一
四
九
五
～
一
四
二
一
年
）
に
長
文
の
書
簡
を
送
り
、
マ
ラ
ッ
カ
征
服
の
経
過
を
報
告
し
た
。
そ
の
末
尾
で
、
彼
は
ジ
ャ
ワ
人
パ

イ
ロ
ッ
ト
か
ら
入
手
し
た
海
図
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
た
陛
下
に
、
あ
る
ジ
ャ
ワ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
入
手
し
た
大
地
図
か
ら
写
し
た
、
見
本
と
な
る
一
部
分
を
お
送
り
し
ま
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す
。
そ
こ
で
は
喜
望
峰
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
領
域
、
紅
海
と
ペ
ル
シ
ア
湾
、
香
料
諸
島
ま
で
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
中
国
人
（chins

）
や
ゴ
ー
レ
ス
の
航
海
、
彼
ら
の
船
が
向
か
う
諸
国
ま
で
の
航
路
や
直
線
ル
ー
ト
、
ま
た
内
陸
で
ど
の
諸

国
が
お
互
い
に
境
を
接
し
て
い
る
か
も
記
し
て
い
ま
す
。
…
…
私
は
陛
下
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（Francisco 

R
odrigues

）
が
別
に
写
し
た
一
部
分
（
の
送
付
）
も
命
じ
ま
し
た
。
陛
下
は
そ
れ
で
、
中
国
人
や
ゴ
ー
レ
ス
が
ど
こ
か
ら
来

る
か
…
…
な
ど
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う（

（（
（

。

　

こ
こ
で
述
べ
る
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
写
し
た
ジ
ャ
ワ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
航
海
図
は
、
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国

記
』
の
写
本
と
合
綴
さ
れ
て
、
パ
リ
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
自
身
が
監
督
し
て
作
製
さ
せ
た
写

本
と
思
わ
れ
る
。
一
九
三
七
年
に
こ
れ
を
発
見
し
た
ア
ル
マ
ン
ド
・
コ
ル
テ
ザ
ン
は
、
一
九
四
四
年
に
両
者
を
英
訳
し
て
刊
行
し
、

一
九
七
八
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
原
文
版
も
刊
行
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
地
図
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
が
、
ア
ル

ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
以
東
の
貿
易
圏
へ
の
進
出
を
は
か
り
、
ジ
ャ
ワ
海
域
だ
け
で
は
な
く
、
南
シ
ナ
海
域
に
お
け
る
華
人
や
琉
球

人
（
ゴ
ー
レ
ス
）
の
航
路
情
報
に
も
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
史
料
７
】
マ
ヌ
エ
ル
一
世
の
教
皇
レ
オ
十
世
宛
書
簡
（
一
五
一
三
年
六
月
六
日
）

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
征
服
の
報
告
を
受
け
た
国
王
マ
ヌ
エ
ル
一
世
は
、
翌
年
六
月
に
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
頂
点
に
あ
る

ロ
ー
マ
教
皇
レ
オ
十
世
（Leo X

、
在
位
一
五
一
三
～
一
五
二
一
年
）
に
書
簡
を
送
り
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
報
告
し
た
。
そ
こ
で
は

マ
ラ
ッ
カ
征
服
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

マ
ラ
ッ
カ
に
は
、
ス
マ
ト
ラ
、
ペ
グ
ー
、
ジ
ャ
ワ
、
ゴ
ー
レ
ス
、
そ
し
て
中
国
に
い
た
る
極
東
か
ら
も
、
外
国
商
人
が
訪
れ
て

お
り
ま
す
。
…
…
彼
ら
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
（
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
）
か
ら
自
由
に
交
易
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
の
住
居
を
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要
塞
の
近
く
に
移
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
服
従
し
そ
の
貨
幣
を
使
う
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た（

（（
（

。

　

実
際
に
は
琉
球
人
は
、
一
五
一
一
年
に
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
拠
し
た
直
後
に
入
港
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
マ
ラ
ッ

カ
に
来
航
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
が
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
代
表
的
な
外
国
商
人
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

【
史
料
８
】
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ヌ
エ
ル
一
世
宛
書
簡
（
一
五
一
三
年
十
一
月
三
十
日
）

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
一
五
一
二
年
二
月
に
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
コ
チ
ン
に
帰
還
し
て
か
ら
は
、
ゴ
ア
を
拠
点
と
し
て
ア
デ
ン
の
攻
撃
や
ホ

ル
ム
ズ
の
要
塞
化
な
ど
、
ア
ラ
ビ
ア
湾
方
面
で
の
勢
力
拡
大
に
傾
注
し
、
ふ
た
た
び
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。
た

だ
し
一
五
一
三
年
十
一
月
に
カ
ナ
ノ
ー
ル
か
ら
国
王
に
送
っ
た
書
簡
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
方
面
の
状
勢
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
報
告
し

て
い
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
王
は
、
マ
ラ
ッ
カ
で
の
わ
れ
わ
れ
の
行
動
に
驚
き
、
わ
れ
わ
れ
に
服
従
し
て
い
ま
す
。
…
…
ア
ン
ト

ニ
オ
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
（A

ntónio de A
breu

）
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
他
の
島
々
は
お
と
な
し
く
、
み
な
陛
下
に

服
従
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
華
人
は
陛
下
に
奉
仕
す
る
人
々
で
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
友
人
で
す
。
ゴ
ー
レ
ス
も
わ
れ
わ

れ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、
同
様
に
な
る
で
し
ょ
う（

（（
（

。

　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
は
、
一
五
一
一
～
一
二
年
に
バ
ン
ダ
諸
島
に
到
達
し
た
艦
隊
の
司カ
ピ
タ
ン

令
官
で
あ
る（

（（
（

。
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ

は
国
王
に
対
し
、
ジ
ャ
ワ
海
方
面
の
島
々
の
ほ
か
、
華
人
と
ゴ
ー
レ
ス
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
従
い
友
好
関
係
を
結
ん
だ
と
報
告
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
華
人
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
後
も
、
そ
の
支
配
下
で
貿
易
を
続
け
た
が
、
琉
球

人
の
来
航
は
途
絶
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
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【
史
料
９
】『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
事
績
に
関
す
る
代
表
的
な
編
纂
史
料
と
し
て
は
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
の
庶
子
で
あ
る
ブ
ラ
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル

ケ
（B

raz de A
lbuquerque

）
が
編
纂
し
た
、『
大
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』（C

om
m

entarios do grande Afonso 

D
alboquerque

）
が
あ
る
。
ブ
ラ
ス
は
父
の
残
し
た
書
簡
な
ど
を
活
用
し
て
、
一
五
五
七
年
に
本
書
の
原
稿
を
完
成
し
、
一
五
七
六

年
に
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
刊
行
し
た（

（（
（

。
本
書
は
マ
ラ
ッ
カ
占
領
か
ら
半
世
紀
近
く
あ
と
に
編
纂
さ
れ
た
文
献
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
同
時
代
史
料
に
も
と
づ
い
て
お
り
信
頼
性
が
高
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
進
出
に
関
す
る
基
本
史
料
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
第
三
部
第
十
八
章
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
の
風
俗
習
慣
や
統
治
体
制
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
当
地
に
来
航
し

た
ゴ
ー
レ
ス
に
関
す
る
、
か
な
り
詳
し
い
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。

【
史
料
９
ａ
】『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章
（
一
）

マ
ラ
ッ
カ
は
ま
こ
と
に
良
港
で
あ
り
、
嵐
に
も
襲
わ
れ
ず
船
が
難
破
す
る
こ
と
も
な
い
。
あ
る
モ
ン
ス
ー
ン
が
は
じ
ま
り
、
他

の
モ
ン
ス
ー
ン
が
終
わ
る
と
、
西
方
の
人
々
と
し
て
は
イ
ン
ド
人
が
、
東
方
の
人
々
と
し
て
は
ジ
ャ
ワ
人
・
華
人
・
ゴ
ー
レ
ス
、

お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
島
々
の
人
々
が
、
マ
ラ
ッ
カ
に
や
っ
て
く
る
。
…
…
東
か
ら
西
に
向
か
う
船
は
、
マ
ラ
ッ
カ
で
西
方
の
商
品

を
見
い
だ
し
て
、
そ
れ
ら
を
持
ち
か
え
り
、
彼
ら
が
運
ん
で
き
た
も
の
を
置
い
て
い
く
。
西
か
ら
来
た
船
も
同
じ
だ
け
の
交
易

を
す
る
。
…
…
マ
ラ
ッ
カ
に
は
毎
年
、（
西
か
ら
は
）
カ
ン
バ
ヤ
・
シ
ャ
ウ
ル
・
ダ
ブ
ー
ル
・
カ
リ
カ
ッ
ト
・
ア
デ
ン
・
メ
ッ

カ
・
シ
フ
ル
・
ジ
ッ
ダ
・
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
・
ベ
ン
ガ
ル
の
船
が
来
航
す
る
。（
東
か
ら
は
）
華
人
・
ゴ
ー
レ
ス
・
ジ
ャ
ワ
・
ペ

グ
ー
や
、
す
べ
て
の
そ
ち
ら
の
地
方
の
船
が
来
航
す
る
。
シ
ャ
ム
の
船
は
マ
ラ
ッ
カ
に
は
商
品
を
積
ん
で
来
航
し
な
い
。
と
い

う
の
は
、
つ
ね
に
マ
レ
ー
人
と
交
戦
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
を
攻
撃
す
る
前
夜
の
、
マ
ラ
ッ
カ
に
お
け
る
貿
易
活
動
を
概
観
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
マ



八
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ラ
ッ
カ
に
来
航
す
る
諸
国
の
船
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
ゴ
ー
レ
ス
は
華
人
・
ジ
ャ
ワ
・
ペ
グ
ー
と
と
も
に
、
東
方
か
ら
来
航
す
る
貿

易
船
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
９
ｂ
】『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章
（
二
）

マ
レ
ー
人
は
尊
大
な
人
々
で
あ
り
、
短ク
リ
ス剣

で
人
を
巧
み
に
殺
す
こ
と
を
た
い
へ
ん
誇
り
に
す
る
。
彼
ら
は
狡
猾
で
、
総
じ
て
信

用
が
お
け
な
い
。
し
か
し
、
ゴ
ー
レ
ス
は
つ
ね
に
接
し
や
す
く
、
こ
の
た
め
だ
れ
も
が
彼
ら
と
取
引
す
る
こ
と
を
大
い
に
名
誉

と
す
る
。
彼
ら
は
上
品
で
、
物
慣
れ
た
人
々
だ
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

　

史
料
９
ａ
に
つ
づ
い
て
、
マ
レ
ー
人
と
琉
球
人
の
性
格
を
比
較
し
て
い
る
。
琉
球
人
（
ゴ
ー
レ
ス
／
レ
キ
オ
ス
）
が
好
ま
し
い
人

柄
の
、
信
頼
し
う
る
商
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
十
六
世
紀
初
頭
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
共
通
す
る
記
述
で
あ
る
。

【
史
料
９
ｃ
】『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
第
三
部
第
十
八
章
（
三
）

ゴ
ー
レ
ス
は
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
時
の
情
報
に
よ
る
と
、
―
―
現
在
で
は
よ
り
確

実
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
―
―
、
当
時
は
彼
ら
の
国
は
大
陸
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
一
般
の
意
見
で
は
彼
ら
の
国

は
島
で
、
同
地
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
航
海
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
地
に
は
毎
年
二
、三
隻
の
船
が
や
っ
て
く
る
。
彼

ら
の
携
え
て
く
る
商
品
は
、
生
糸
・
絹
織
物
・
浮ブ
ロ
ケ
ー
ド

織
布
・
陶
磁
器
・
多
量
の
小
麦
・
銅
・
明
礬
・
砂
金
で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
た

煉
瓦
の
形
を
し
た
黄
金
を
携
え
て
く
る
が
、
そ
れ
に
は
国
王
の
印
が
打
っ
て
あ
る
。
…
…
こ
の
黄
金
は
彼
ら
の
国
の
近
く
に

あ
る
島
で
産
す
る
。
そ
こ
は
ペ
リ
オ
コ
（Perioco

）
と
呼
ば
れ
、
黄
金
を
豊
富
に
産
す
る
。
こ
の
ゴ
ー
レ
ス
の
国
は
レ
ケ
ア

（Lequea

）
と
呼
ば
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
一
節
が
ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
発
端
と
な
っ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
半
部
分
だ
け
を
引
用
し
た
。
後
半
で
は
ゴ
ー
レ
ス
が

色
白
で
外
套
状
の
衣
服
を
着
用
し
、
長
剣
と
短
剣
を
佩
用
し
て
い
る
こ
と
、
商
品
を
少
し
ず
つ
荷
揚
げ
し
、
つ
ね
に
真
実
を
話
し
、
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取
引
が
お
わ
れ
ば
す
ぐ
に
帰
国
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ペ
リ
オ
コ
と
は
、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
（
史
料

４
）
が
伝
え
る
フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
（Fariyūk

）
と
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
ペ
リ
オ
コ
＝
フ
ァ
リ
ュ
ー
ク
は
、
琉
球
の
近
く
で

金
の
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
明
確
で
は
な
い
。

　

ま
た
こ
の
記
事
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
の
本
国
を
レ
ケ
ア
＝
琉
球
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
語
が
、
本
書
の
素
材
と
な
っ
た
ア

フ
ォ
ン
ソ
自
身
の
書
簡
や
記
録
に
あ
っ
た
の
か
、
編
著
者
の
ブ
ラ
ス
が
、
す
で
に
一
般
化
し
て
い
た
レ
ケ
ア
と
い
う
国
名
を
追
記
し

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
で
は
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
第
三
部
第
十
八
章
以
外
に
も
、
琉
球
人
に
関
す

る
記
事
が
散
見
す
る
が
、
そ
こ
で
も
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

以
上
が
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
の
前
後
、
一
五
一
〇
～
一
三
年
に
記
さ
れ
た
ゴ
ー
レ
ス
関
係
の
記
録
と
、
こ
の
時
期

の
書
簡
や
記
録
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
、『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
の
ゴ
ー
レ
ス
関
係
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
描
か
れ
た
ゴ
ー
レ
ス

は
、
①
毎
年
冬
季
に
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
（
史
料
５
・
史
料
９
ｃ
）、
②
刀
剣
や
黄
金
を
は
じ
め
、
絹
織
物
や
同
時
期
な
ど
の
中
国

産
品
や
、
小
麦
や
銅
な
ど
を
も
た
ら
し
、
胡
椒
な
ど
を
持
ち
か
え
っ
た
（
史
料
５
・
史
料
９
ｃ
）。
③
ゴ
ー
レ
ス
は
華
人
や
ジ
ャ
ワ

人
と
と
も
に
、
東
方
か
ら
来
航
す
る
代
表
的
な
商
人
と
さ
れ
、
信
頼
し
う
る
民
族
と
み
な
さ
れ
て
い
た
（
史
料
９
ａ
・
９
ｂ
）。
④

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
は
マ
ヌ
エ
ル
一
世
に
、
ゴ
ー
レ
ス
に
い
た
る
航
路
図
を
献
上
し
、
彼
ら
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
従
っ
た
と
伝
え
（
史
料

６
・
８
）、
⑤
マ
ヌ
エ
ル
一
世
は
そ
れ
を
さ
ら
に
教
皇
に
報
告
し
た
（
史
料
７
）。
こ
の
う
ち
①
・
②
の
内
容
は
、『
歴
代
宝
案
』
な
ど

に
記
さ
れ
た
、
琉
球
史
料
の
記
述
と
も
一
致
し
て
い
る
。

　

史
料
５
～
史
料
８
で
示
し
た
よ
う
に
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
の
前
後
、
一
五
一
〇
年
～
一
五
一
三
年
の
書
簡
で
は
、

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
本
人
も
含
め
、
も
っ
ぱ
ら
琉
球
人
を
ゴ
ー
レ
ス
と
称
し
、
レ
キ
オ
ス
と
い
う
名
称
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た



九
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一
五
五
七
年
に
成
立
し
た
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
で
も
、
基
本
的
に
琉
球
人
は
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
、
レ
ケ
オ
と
い
う
呼
称
は
、

史
料
９
ｃ
の
一
か
所
に
現
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
十
六
世
紀
中
期
に
は
、
す
で
に
一
般
的
に
は
琉
球
人
を
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ぶ
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
レ
キ
オ
ス
（
レ
ケ
オ
ス
）
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
が
依
然

と
し
て
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
の
は
、
そ
れ
が
マ
ラ
ッ
カ
占
領
前
後
の
原
史
料
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
た
め
の
例
外
に

す
ぎ
な
い
。

四　

ゴ
ー
レ
ス
か
ら
レ
キ
オ
ス
へ

　

ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
一
五
一
二
年
初
頭
に
イ
ン
ド
に
帰
航
し
て
か
ら
も
、
彼
の
後
継
者
に
よ
っ
て
、
マ
ラ
ッ
カ

以
東
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
活
動
は
順
調
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
海
方
面
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
一
五
一
二
年
に

バ
ン
ダ
諸
島
に
、
一
五
一
三
年
に
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
達
し
た
。
ま
た
南
シ
ナ
海
方
面
で
も
、
一
五
一
三
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
中
国
に
達
し
た（

（（
（

。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
琉
球
人
に
つ
い
て
は
ゴ
ー
レ
ス
に
代
わ
っ
て
、
レ
キ
オ
ス
（
レ
ケ

オ
ス
）
と
い
う
呼
称
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

【
史
料
10
】
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
の
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
宛
書
簡
（
一
五
一
四
年
一
月
六
日
）

こ
の
商
館
に
は
大
量
の
明
礬
と
銅
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
地
で
は
消
費
さ
れ
な
い
商
品
で
す
。
銅
は
レ
キ
オ
ス（Lequios

）

か
ら
、
明
礬
は
パ
ン
（Pão

、
マ
レ
ー
半
島
東
岸
の
パ
ハ
ン
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
ま
す（

（（
（

。

　

ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
（R

uy de B
rito

）
は
マ
ラ
ッ
カ
の
司カ
ピ
タ
ン

令
官
で
あ
り
、
こ
れ
は
ゴ
ア
の
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
対
す
る
、
マ
ラ
ッ
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カ
商
館
の
貿
易
事
情
に
関
す
る
報
告
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
お
い
て
、
ゴ
ー
レ
ス
で
は
な
く
レ
キ
オ
ス
と
い

う
名
称
が
使
用
さ
れ
た
初
例
で
あ
る
。
一
五
一
四
年
以
降
は
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ
ィ
ア
で
記
さ
れ
た
書
簡
で
は
、

琉
球
人
は
も
っ
ぱ
ら
レ
キ
オ
ス
（
レ
ケ
オ
ス
）
と
記
さ
れ
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
一
五
一
六
年
成
立
の
『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の
書
』（O

 Livro de D
uarte Barbosa

）、
一
五
五
二
年
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
、
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
（João de B

arros

）
の
『
ア
ジ
ア
史
』（D

a Asia

）、
一
五
五
〇
年
以
降
に
成
立
し
た
、
ガ
ス
パ
ル
・

コ
レ
ア
（G

aspar C
orrea

）
の
『
イ
ン
デ
ィ
ア
伝
承
集
』（Lendas da Índia

）
な
ど
の
、
代
表
的
な
編
年
史
や
地
理
書
で
も
、
い
ず

れ
も
琉
球
／
琉
球
人
に
つ
い
て
は
、
レ
キ
オ
／
レ
キ
オ
ス
系
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
一
五
五
七
年
成
立
の
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ

実
録
』
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
ゴ
ー
レ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
マ
ラ
ッ
カ
占
領
当
初
の
原
史
料
に
依
拠
し
た

た
め
の
例
外
で
あ
る
。

【
史
料
11
】
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
第
四
部
「
シ
ナ
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
に
い
た
る
諸
国
」

レ
ケ
オ
ス
（lequeos

）
は
ゴ
ー
レ
ス
（guores
）
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
こ
の
名
前
の
ど
ち
ら
か
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
レ
キ

オ
ス
（lequíos

）
と
い
う
の
が
主
な
名
前
で
あ
る
。
国
王
と
す
べ
て
の
人
民
は
異
教
徒
で
あ
る
。
国
王
は
中
国
の
臣
下
で
、
朝

貢
を
行
っ
て
い
る
。
…
…
彼
ら
は
中
国
に
渡
航
し
て
、
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
中
国
へ
来
た
商
品
を
持
ち
帰
る
。
彼
ら
は
ジ
ャ
ン
ポ
ン

（Jam
pon

）
に
赴
く
。
そ
れ
は
海
路
七
、八
日
の
行
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
島
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
こ
で
こ
の
島
に
あ
る
黄
金
と

銅
を
商
品
と
交
換
に
買
い
入
れ
る
。
…
…（

（（
（

　

琉
球
に
関
す
る
代
表
的
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
と
し
て
周
知
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
半
の
主
要
部
分
だ
け
を
引
用
し
た
。
ト

メ
・
ピ
レ
ス
（Tom

é Pires

）
は
リ
ス
ボ
ン
の
薬
種
商
で
、
一
五
一
一
年
ご
ろ
に
イ
ン
ド
に
赴
き
、
翌
年
に
は
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
推
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挙
で
マ
ラ
ッ
カ
の
商
館
員
と
し
て
貿
易
に
従
事
し
た
。
一
五
一
七
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
最
初
の
使
節
と
し
て
明
朝
に
渡
航
し
た
が
、

通
交
交
渉
は
成
功
せ
ず
、
一
五
二
一
年
か
ら
は
広
州
で
監
禁
さ
れ
、
そ
こ
で
死
去
し
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　
『
東
方
諸
国
記
』
は
正
式
に
は
『
紅
海
か
ら
中
国
ま
で
の
東
洋
全
書
』（Sum

a O
rieatal que Trata do M

aar Roxo ate os C
hins

）

と
い
う
。
そ
の
第
三
部
・
第
四
部
は
、
ピ
レ
ス
が
マ
ラ
ッ
カ
滞
在
中
の
一
五
一
四
～
一
五
一
五
年
に
、
商
館
員
と
し
て
知
り
え
た
現

地
情
報
に
も
と
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ピ
レ
ス
が
こ
の
部
分
を
執
筆
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
レ
ス
に
代
わ
っ
て
レ
キ
オ
ス

（
レ
ケ
オ
ス
）
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
の
著
作
に

も
、
リ
キ
ュ
ー
の
島
と
は
ア
ル
・
グ
ー
ル
を
指
し
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
（
史
料
４
）、
こ
の
こ
ろ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ム
ス

リ
ム
の
航
海
者
に
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
レ
キ
オ
ス
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

た
だ
し
一
五
一
四
年
以
降
に
も
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
系
の
史
料
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
レ
キ
オ
ス
（
レ
ケ
オ
ス
）
を
、
異
な
る

人
々
を
指
す
用
語
と
し
て
併
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
12
】
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
エ
ム
ポ
リ
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
エ
ム
ポ
リ
宛
書
簡
（
一
五
一
四
年
七
月
十
二
日
）

（
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
）
海
岸
を
北
に
向
か
う
と
、
そ
こ
に
は
シ
ニ
（C

ini

、
華
人
）
の
国
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
シ
ニ
と
か
、

レ
チ
（Lechi

）
と
か
、
ゴ
リ
（G

hori

）
と
か
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
）
フ
ラ
ン
ド
ル
人
と
か
、

ド
イ
ツ
人
と
か
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
人
と
か
呼
ぶ
の
と
同
じ
こ
と
で
す（

（（
（

。

　

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
エ
ム
ポ
リ
（G

iovanni da Em
poli

）
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
出
身
の
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
。
一
五
〇
三
年
に

ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
艦
隊
に
同
乗
し
て
イ
ン
ド
に
渡
航
し
、
一
五
一
〇
年
に
も
リ
ス
ボ
ン
の
イ
タ
リ
ア
人
商
会
の

貿
易
船
で
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
。
一
五
一
一
年
に
は
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
マ
ラ
ッ
カ
征
服
に
従
軍
し
、
翌
年
に
も
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
て
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い
る
。
一
五
一
四
年
に
は
イ
ン
ド
か
ら
リ
ス
ボ
ン
に
帰
航
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
父
親
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
エ
ム
ポ
リ
（Lionardo 

da Em
poli

）
に
、
ア
ジ
ア
で
の
見
聞
を
詳
細
に
記
し
た
書
簡
を
送
っ
た（

（（
（

。
こ
れ
は
そ
の
一
節
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
語
のLechi

は
レ
チ
オ
（Lechio

）
の
複
数
形
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
レ
キ
オ
ス
に
あ
た
り
、G

hori

はG
hor

の
複

数
形
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ゴ
ー
レ
ス
に
あ
た
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ブ
ラ
バ
ン
ト
は
い
ず
れ
も
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
一
部
で
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
に
属
す
る
。
エ
ン
ポ
リ
は
シ
ニ
（
華
人
）・
レ
チ
（
琉
球
人
）・
ゴ
リ
（
ゴ
ー
レ
ス
）
を
、
い
ず

れ
も
シ
ニ
の
国
（
中
国
）
に
包
摂
さ
れ
る
諸
民
族
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
知
見
は
、
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
麾
下

で
マ
ラ
ッ
カ
に
赴
い
た
と
き
に
得
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
に
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
見
ら
れ

な
い
。

【
史
料
13
】
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
航
海
士
手
記

　

一
五
一
九
～
一
五
二
二
年
に
か
け
て
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
・
マ
ガ
リ
ャ
ン
イ
ス
（Fernão de M

agalhães

、
英
語
名
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
マ
ゼ
ラ
ン
）
の
率
い
る
艦
隊
が
、
著
名
な
世
界
一
周
航
海
を
な
し
と
げ
た
。
こ
の
艦
隊
の
乗
組
員
に
よ
る
記
録
の
な
か
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
で
伝
聞
し
た
、
ゴ
ー
レ
ス
な
い
し
レ
キ
オ
ス
に
関
す
る
消
息
を
記
す
も
の
が
あ
る（

（（
（

。
そ
の
一
つ
が
、
マ
ゼ
ラ
ン
艦

隊
の
旗
艦
で
あ
っ
た
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
号
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
航
海
士
（
お
そ
ら
く
レ
オ
ン
・
パ
ン
カ
ル
ド Leone Pancaldo

）
の
手
記

で
あ
る
。
こ
の
手
記
に
は
、
一
五
二
一
年
三
月
に
、
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
東
部
の
フ
ム
ヌ
（H

um
unu

）
島
に
寄
航
し

た
際
の
記
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

彼
ら
は
ま
も
な
く
そ
の
島
の
近
く
の
、
ず
っ
と
小
さ
な
別
の
島
（
フ
ム
ヌ
島
）
に
渡
航
し
た
。
そ
こ
は
北
緯
十
度
に
あ
り
、
若

干
の
黄
金
を
見
つ
け
た
の
で
、
吉
兆
の
島
と
名
づ
け
た
。
こ
の
島
に
停
泊
中
、
二
隻
の
小
船
が
、
鶏
と
コ
コ
椰
子
を
持
っ
て
や
っ
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て
き
て
、
か
つ
て
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な
別
の
人
々
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
話
し
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
、
そ
れ
は
レ
キ
オ
ス
か
、

ゴ
ー
ロ
ス
（guoroos

）
―
―
そ
の
名
を
持
つ
人
々
の
国
で
あ
る
―
―
、
あ
る
い
は
華
人
（Chiis

）
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
エ
ン
ポ
リ
と
同
じ
く
、
レ
キ
オ
ス
と
ゴ
ー
ロ
ス
（
ゴ
ー
レ
ス
）
を
、
い
ず
れ
も
南
欧
人
と
は
似

て
い
る
が
、
異
な
る
民
族
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
ゴ
ー
ロ
ス
に
つ
い
て
は
、
国
名
で
あ
る
と
と
も
に
民
族
名
で
も
あ
る
と
み

な
し
て
い
る
。

【
史
料
14
】
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
ヒ
ネ
ス
・
デ
・
マ
フ
ラ
の
手
記

　

ヒ
ネ
ス
・
デ
・
マ
フ
ラ
（G

inés de M
afra

）
も
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
号
の
船
員
で
、
一
五
二
二
年
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
号
が
モ
ル
ッ
カ

諸
島
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
投
降
し
た
際
に
捕
虜
に
な
り
、
一
五
二
六
年
に
リ
ス
ボ
ン
に
送
致
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
に
送
還
さ

れ
、
航
海
の
経
過
を
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
に
報
告
し
た（

（（
（

。
こ
の
記
事
は
そ
の
報
告
の
一
節
で
あ
る
。

陛
下
に
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
に
色
白
な
、
新
た
に
知
り
え
た
人
々
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
人
々
は
レ
キ
オ
ス

と
ゴ
ー
ロ
ス
（G

oros

）
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
大
き
な
二
つ
の
国
で
す
。
…
…
（
ル
ソ
ン
島
以
下
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

島
々
を
列
挙
し
）
…
…
そ
れ
ら
の
島
々
に
は
、
華
人
（C

hines

）
や
レ
キ
オ
ス
や
ゴ
ー
ロ
ス
が
交
易
に
来
ま
す
。
ま
た
コ
ー
チ

シ
ナ
・
シ
ャ
ム
王
国
・
パ
ハ
ン
王
国
・
パ
タ
ニ
王
国
や
、
最
大
の
島
で
あ
る
ブ
ル
ネ
イ
王
国
、
パ
ラ
ワ
ン
島
の
人
々
も
や
っ
て

き
ま
す（

（（
（

。

　

こ
の
記
事
も
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
が
一
五
二
一
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
各
地
に
来
航
し
た
際
の
伝
聞
で
あ
る
。
史
料
13
と
同
じ
く
、

レ
キ
オ
ス
と
ゴ
ー
ロ
ス
は
、
異
な
る
国
民
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
南
部
か
ら
モ
ル
ッ
カ
に

南
下
し
、
華
人
や
琉
球
人
が
お
も
に
来
航
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
に
は
寄
航
し
て
い
な
い
の
で
、
彼
ら
が
実
際
に
琉
球
人
に
遭
遇
し
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た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
伝
聞
に
よ
る
情
報
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
15
】
ダ
ミ
ア
ン
・
デ
・
ゴ
イ
ス
『
マ
ヌ
エ
ル
王
年
代
記
』
第
二
十
四
章

　

ダ
ミ
ア
ン
・
デ
・
ゴ
イ
ス
（D

am
ião de G

óis

）
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
に
仕
え
た
年
代
記
作
者
で
、
一
五
五
八
～
七
二
年
に
か
け

て
、
マ
ヌ
エ
ル
一
世
時
代
の
編
年
史
で
あ
る
『
マ
ヌ
エ
ル
王
年
代
記
』（C

rónica do Felicissim
o Rei D

. M
anuel

）
を
著
し
た
。
同

書
の
第
二
十
四
章
に
は
、
一
五
一
七
～
一
八
年
に
か
け
て
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
（Fernão Peres de 

A
ndrade

）
の
船
隊
が
、
明
朝
へ
の
使
節
と
な
っ
た
ト
メ
・
ピ
レ
ス
と
と
も
に
中
国
に
渡
航
し
、
広
州
湾
の
屯タ
マ
ン門

（Tam
ão

）
に
停

泊
し
て
い
た
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

（
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
は
）
そ
こ
に
十
四
か
月
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
商
売
や
諸
地
方
、
そ
の
王
の
権
力
や
高
官
た
ち
に
つ
い
て

よ
く
知
る
ま
で
、
当
地
に
留
ま
る
よ
う
に
と
い
う
、
マ
ヌ
エ
ル
王
の
指
令
を
受
け
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
、
そ
こ
に
は

レ
ケ
オ
ス
や
ゴ
ー
ロ
ス
（guoros

）、
お
よ
び
ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ス
（japangos

）
の
多
く
の
ジ
ャ
ン
ク
が
来
航
し
た
。
彼
ら
が
も
た

ら
し
た
主
要
な
商
品
は
、
大
量
の
金
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

こ
の
記
事
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
と
し
て
は
例
外
的
に
、
レ
キ
オ
ス
と
ゴ
ー
ロ
ス
（
ゴ
ー
レ
ス
）
を
異
な
る
人
々
と
し
て
記
し
て

い
る
。
た
だ
し
本
書
は
実
際
の
で
き
ご
と
か
ら
約
半
世
紀
後
に
、
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
二
次
的
史
料
で
あ
り
、
レ
キ
オ

ス
や
ゴ
ー
レ
ス
の
情
報
を
正
確
に
認
識
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
十
六
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、
琉
球
人
（
レ
キ
オ
ス
／

ゴ
ー
レ
ス
）
は
と
も
か
く
、
広
州
湾
に
日
本
人
（
ジ
ャ
ポ
ン
ゴ
ス
）
が
来
航
し
て
い
た
と
い
う
の
も
信
じ
が
た
い
。

　

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
五
一
三
年
以
前
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
で
は
、
琉
球
人
は
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
①
一
五
一
四
年
以
降
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
同
時
代
的
な
書
簡
や
記
録
で
は
、
琉
球
／
琉
球
人
は
一
転
し
て
レ
キ
オ
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／
レ
キ
オ
ス
系
の
呼
称
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
史
料
10
）。
②
一
五
一
四
年
ご
ろ
に
執
筆
さ
れ
た
『
東
方
諸
国
記
』
も
、
レ

キ
オ
／
レ
キ
オ
ス
系
の
呼
称
を
用
い
、
ゴ
ー
レ
ス
は
そ
の
通
称
と
し
て
一
か
所
で
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
史
料
11
）。
③
一

方
、
一
五
一
一
～
一
二
年
に
マ
ラ
ッ
カ
に
滞
在
し
た
イ
タ
リ
ア
人
エ
ム
ポ
リ
は
、
レ
チ
（
レ
キ
オ
ス
）
と
ゴ
リ
（
ゴ
ー
レ
ス
）
は
異

な
る
民
族
で
あ
る
と
記
し
て
お
り
（
史
料
12
）、
④
一
五
二
一
～
二
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
渡
航
し
た
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
乗
員

も
、
レ
キ
オ
ス
と
ゴ
ー
ロ
ス
（
ゴ
ー
レ
ス
）
を
別
個
の
民
族
と
み
な
し
て
い
る
（
史
料
13
・
14
）。
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
で
も
、
後
世

の
編
纂
史
料
に
は
、
例
外
的
に
同
様
の
見
解
を
記
す
も
の
も
あ
る
（
史
料
15
）。
要
す
る
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
の
同
時
代
史
料
で

は
、
一
五
一
四
年
以
降
、
琉
球
人
に
対
す
る
呼
称
は
、
ゴ
ー
レ
ス
は
ほ
ぼ
完
全
に
レ
キ
オ
ス
に
代
わ
っ
た
の
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
・

ス
ペ
イ
ン
系
の
史
料
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
レ
キ
オ
ス
を
異
な
る
人
々
と
す
る
認
識
も
伝
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

五　

ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
由
来
と
そ
の
語
源

　

本
稿
で
は
ゴ
ー
レ
ス
論
争
に
関
連
す
る
史
料
を
、
お
お
む
ね
時
系
列
に
沿
っ
て
、
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
紹
介
・
検
討
し
て
き
た
。

ま
ず
第
二
節
で
は
、
十
五
世
紀
後
半
～
十
六
世
紀
初
頭
の
ア
ラ
ビ
ア
語
航
海
書
に
記
さ
れ
た
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
関
す
る
記
事
を
紹

介
し
た
。
つ
い
で
第
三
章
で
は
、
一
五
一
一
年
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
前
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
か
ら
、
ゴ
ー
レ
ス
関
連
記
事
を
提
示
し

た
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
、
一
五
一
四
年
以
降
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
や
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
史
料
か
ら
、
お
も
に
ゴ
ー
レ
ス
と

レ
キ
オ
ス
を
併
記
す
る
記
事
に
検
討
を
加
え
た
。

　

ま
ず
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
で
は
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
い
う
用
語
は
、
十
五
世
紀
中
期
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
の
著
作
（
史
料
１
）
か

ら
、
十
六
世
紀
初
期
の
ス
ラ
イ
マ
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
の
著
作
（
史
料
３
・
４
）
ま
で
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
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た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
十
六
世
紀
中
期
の
ア
リ
ー
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
ト
ル
コ
語
航
海
書
も
入
れ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
圏
の
航
海
書
で

は
、
少
な
く
と
も
一
世
紀
に
わ
た
り
、
琉
球
／
琉
球
人
を
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
琉
球
の
対

音
で
あ
る
リ
キ
ー
ウ
と
い
う
呼
称
は
、
ま
ず
十
五
世
紀
末
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
の
著
作
で
、
ジ
ャ
ワ
語
で
琉
球
人
が
も
た
ら
す
刀

剣
の
名
称
と
し
て
言
及
さ
れ
（
史
料
２
ａ
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
以
降
の
ス
ラ
イ
マ
ン
の
著
作
で
、
よ
う
や
く
リ
キ
ュ
ー

が
ア
ル
・
グ
ー
ル
の
別
称
と
し
て
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
史
料
４
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
同
時
代
的
な
書
簡
で
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
た
の
は
き
わ
め
て
短
期
間
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
一
五
一
〇
年
の
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
の
書
簡
（
史
料
５
）
か
ら
、
一
五
一
三
年
の
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ

ル
ケ
の
書
簡
（
史
料
８
）
に
い
た
る
四
年
間
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
一
五
一
四
年
以
降
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
同
時
代
史
料
で
は
、
琉
球

／
琉
球
人
は
も
っ
ぱ
ら
レ
キ
オ
／
レ
キ
オ
ス
系
の
名
称
で
記
さ
れ
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
は
、
一
五
一
〇
年
代
初
頭
の
原
史
料
に

も
と
づ
く
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』（
史
料
９
）
を
の
ぞ
け
ば
、『
東
方
諸
国
記
』
が
レ
キ
オ
ス
の
異
称
と
し
て
言
及
す
る
程
度
に
す

ぎ
な
い
（
史
料
11
）。
一
方
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
系
の
史
料
の
な
か
に
は
、
レ
キ
オ
ス
と
ゴ
ー
レ
ス
を
、
異
な
る
人
々
の
名
称

と
し
て
認
識
す
る
も
の
も
あ
っ
た
（
史
料
12-
14
）。

　

こ
の
よ
う
な
ゴ
ー
レ
ス
の
用
例
の
傾
向
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
お
も
に
マ
ラ
ッ
カ
以
東
の
イ
ン
ド
洋
方
面
で
、

ア
ラ
ブ
人
な
ど
の
ム
ス
リ
ム
航
海
者
を
中
心
に
用
い
ら
れ
た
呼
称
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
が

十
五
世
紀
末
に
著
し
た
、『
航
海
学
の
基
礎
に
関
す
る
有
益
情
報
』
で
は
、
倭
寇
情
報
な
ど
と
の
混
同
も
含
み
な
が
ら
も
、
中
国
近

海
の
交
易
国
家
と
し
て
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
像
が
、
あ
る
て
い
ど
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
史
料
２
）。
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
の

著
作
は
、
当
時
の
イ
ス
ラ
ム
圏
に
お
け
る
代
表
的
な
航
海
書
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
情
報
は
、
イ
ン
ド
洋
を
中
心
に
交

易
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
た
、
ア
ラ
ブ
人
な
ど
の
ム
ス
リ
ム
航
海
者
に
ひ
ろ
く
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
自
身
が
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
イ
ン
ド
洋
横
断
に
お
け
る
航
海
士
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
仮
託
で
あ
る

と
し
て
も
、
こ
の
航
海
に
お
い
て
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
ム
ス
リ
ム
航
海
士
が
水
先
案
内
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
後

も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
イ
ン
ド
洋
海
域
の
海
上
貿
易
に
進
出
す
る
過
程
で
、
ム
ス
リ
ム
海
商
や
そ
の
背
後
に
あ
る
イ
ス
ラ
ム
諸
国
家
と

は
げ
し
く
対
決
し
な
が
ら
も
、
航
海
技
術
や
航
路
情
報
に
つ
い
て
は
、
ム
ス
リ
ム
航
海
者
の
知
識
と
経
験
に
依
存
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
か
ら
、
海
域
ア
ジ
ア
の
東
の
果
て
に
あ
る
交
易
民
族
と
し
て
の
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
も
、
聞
き
知
っ
て
い
た

可
能
性
は
高
い
。
一
五
〇
三
年
か
ら
イ
ン
ド
洋
海
域
で
活
動
し
て
い
た
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
も
、
ム
ス
リ
ム
航
海
者

か
ら
ゴ
ー
レ
ス
情
報
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
五
一
〇
年
に
彼
が
マ
ラ
ッ
カ
に
派
遣
し
た
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
、
お

よ
び
一
五
一
一
年
に
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
自
身
は
、
現
地
で
そ
こ
に
来
航
し
た
琉
球
人
に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報

を
得
て
、
彼
ら
を
か
ね
て
か
ら
知
っ
て
い
た
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
で
記
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
こ
の
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
の
は
、
マ
ラ
ッ
カ
占
領
の
前
後
四
年
間
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
五
一
四
年
に
は
、
マ
ラ
ッ
カ
長
官
の
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
は
琉
球
人
を
ゴ
ー
レ
ス
で
は
な
く
レ
キ
オ
ス
と
呼
び
（
史
料
10
）、
マ

ラ
ッ
カ
商
館
員
で
あ
っ
た
ト
メ
・
ピ
レ
ス
も
、
琉
球
人
を
基
本
的
に
レ
キ
オ
ス
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
後
世
の
編
纂
史
料
の
例

外
的
な
用
例
を
の
ぞ
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
レ
キ
オ
ス
系
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
。
一
方
、
一
五
一
一
～
一
二

年
に
マ
ラ
ッ
カ
に
い
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
エ
ム
ポ
リ
は
、
レ
キ
オ
ス
と
ゴ
ー
レ
ス
は
異
な
る
人
々
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
伝
え
（
史
料
12
）、
こ
う
し
た
認
識
が
、
イ
タ
リ
ア
人
航
海
者
が
多
く
乗
り
こ
ん
だ
、
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
に
も
影
響
を
あ
た

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
史
料
13
・
14
）。

　

一
五
一
四
年
以
降
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
同
時
代
史
料
で
は
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
な
く
な
り
、
ほ
ぼ
レ
キ
オ
／
レ
キ
オ
ス

系
の
呼
称
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
の
マ
レ
ー
語
圏
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
は
も
と
も
と
一
般
的
で
な
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か
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は
十
五
世
紀
末
に
、
ジ
ャ
ワ
語
で
は
琉
球
人
（
ア
ル
・
グ
ー
ル
）
が
も
た
ら
す
刀

剣
を
リ
キ
ー
ウ
と
称
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
が
（
史
料
２
ａ
）、
実
際
に
は
ジ
ャ
ワ
を
含
む
マ
レ
ー
語
圏
で
は
、
琉
球
人
自
体
も

リ
キ
ー
ウ
な
ど
と
称
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
マ
レ
ー
語
圏
で
も
琉
球
人
を
一
般
的
に
ゴ
ー
レ
ス
と
称
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
一
五
一
四
年
以
降
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
同
時
代
史
料
に
も
、
あ
る
程
度
は
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
が
現
れ
て
も
い
い
は
ず
で

あ
る
。

　

イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
や
ス
ラ
イ
マ
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
の
航
海
書
の
情
報
源
は
、（
1
）
ア
ラ
ブ
系
航
海
者
、（
2
）
イ
ラ
ン
系

航
海
者
、（
3
）
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
な
ど
の
ム
ス
リ
ム
航
海
者
、（
4
）
南
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ム
ス
リ
ム
航
海
者
、（
5
）
ジ
ャ

ワ
海
の
マ
レ
ー
系
航
海
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
お
そ
ら
く
琉
球
人
＝
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
認
識
は
、（
1
）
～
（
4
）
の
ム
ス
リ
ム
系

航
海
者
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
た
の
に
対
し
、
琉
球
の
刀
剣
＝
リ
キ
ー
ウ
（
史
料
２
ａ
）、
琉
球
＝
リ
キ
ュ
ー
（
史
料
４
）
と
い
う

系
統
の
知
識
は
、（
5
）
の
マ
レ
ー
系
航
海
者
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

琉
球
人
の
マ
ラ
ッ
カ
来
航
が
途
絶
し
て
か
ら
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
ア
ユ
タ
ヤ
や
パ
タ
ニ
な
ど
で
琉
球
人
と
直
接
に
接
す
る
機
会

が
あ
り
、
ま
た
華
人
な
ど
を
通
じ
て
琉
球
情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
琉
球
＝
レ
キ
オ
と
い
う
呼
称
を
知
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
占
領
以
前
か
ら
ム
ス
リ
ム
海
商
を
通
じ
て
知
っ
て
い
た
ゴ
ー
レ
ス
に
代
わ
っ
て
、
レ
キ
オ
／
レ
キ
オ
ス
が

定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
マ
レ
ー
語
圏
で
も
も
と
も
と
レ
キ
オ
系
の
呼
称
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
は
、
マ
ラ
ッ
カ
占
領
か
ら
三
年
ほ
ど
た
つ
と
、
急
速
に
同
時
代
史
料
か
ら
姿
を
消
し
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
語
源
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
レ
ス
論
争
が
進
展
す
る
過
程

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
ゴ
ー
レ
ス
＝
日
本
人
説
を
と
る
論
者
は
、
ゴ
ー
レ
ス
を
日
本
国
内
の
地
名
な
ど



一
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に
比
定
し
よ
う
と
試
み
た
。
た
と
え
ば
藤
田
豊
八
氏
は
、
ゴ
ー
レ
ス
は
「
倭
人
」（w

o-ren

）
に
由
来
す
る
と
み
な
し
た（

（（
（

。
ま
た
前

嶋
信
次
氏
は
、
ゴ
ー
レ
ス
は
「
五
島
」
の
転
訛
で
あ
る
と
推
測
し（

（（
（

、
岡
本
良
知
氏
も
、「
川
原
」
を
肥
前
方
言
で
「
ゴ
ー
ラ
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
五
島
列
島
の
「
川
原
浦
」
が
語
源
で
は
な
い
か
と
し
た（

（（
（

。
さ
ら
に
藤
田
豊
八
氏
は
、
薩
摩
半
島
南
部
の
「
郡こ
ほ
り」

と
い

う
地
名
に
由
来
す
る
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
説
は
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
日
本
人
説
自
体
が
退
潮
す
る
と
と
も
に
過
去
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
内
田
銀
蔵
氏
は
ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
は
高
麗
で
あ
る
と
説
い
た
が（

（（
（

、
そ
の
具
体
的
な
考
証
は
未
発
表
の
ま

ま
に
終
わ
っ
た
。

　

一
方
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
人
説
を
最
初
に
唱
導
し
た
秋
山
謙
蔵
氏
も
、
ゴ
ー
レ
ス
は
高
麗
の
転
訛
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
秋

山
氏
は
十
四
世
紀
以
来
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
琉
球
に
漂
着
し
、
あ
る
い
は
倭
寇
に
拉
致
さ
れ
て
到
来
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ

ら
の
朝
鮮
人
が
琉
球
船
に
同
乗
し
て
マ
ラ
ッ
カ
に
渡
航
し
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
人
ま
で
も
が
高
麗
人
＝
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
推
定
し
た（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
桑
田
六
郎
氏
や
安
里
延
氏
は
、
や
は
り
ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
は
高
麗
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

朝
鮮
人
が
琉
球
船
で
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
と
は
考
え
が
た
く
、
む
し
ろ
ム
ス
リ
ム
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
琉
球
人
を
朝
鮮
人
と
区

別
せ
ず
、
漠
然
と
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ん
だ
の
だ
と
推
測
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
シ
ャ
ル
ル
・
ア
グ
ノ
エ
ル
氏
も
、
ア
ラ
ブ
人
は
中
国
に
お
い

て
朝
鮮
や
琉
球
の
商
人
と
接
触
し
て
お
り
、
両
者
を
混
同
し
て
、
琉
球
人
も
ア
ル
・
グ
ー
ル
（
＝
高
麗
）
と
呼
ん
だ
の
だ
と
説
い
た（

（（
（

。

さ
ら
に
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
氏
も
ア
グ
ノ
エ
ル
氏
な
ど
の
見
解
に
賛
同
し
、
ア
ラ
ブ
人
は
琉
球
人
を
朝
鮮
人
と
混
同
し

て
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
呼
び
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
当
初
は
ア
ラ
ブ
人
に
な
ら
っ
て
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
華

人
を
通
じ
て
琉
球
と
い
う
本
来
の
名
称
を
知
り
、
レ
キ
オ
／
レ
キ
オ
ス
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
説
を
と
る
研
究
者
は
、
そ
の
語
源
を
高
麗
に
求
め
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
ア
ラ
ブ
人
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
、
琉
球
人
と
高
麗
人
を
混
同
し
て
、
漠
然
と
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ん
だ
と
い
う
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
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前
嶋
信
次
氏
は
戦
後
に
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
説
を
追
認
し
な
が
ら
も
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
低
地
」
な
ど
を
意

味
す
る
、
ア
ル
＝
ガ
ウ
ル
（al-ghaur

）
に
由
来
す
る
と
推
測
し
た（

（（
（

。

　

さ
ら
に
近
年
、
ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
に
つ
い
て
新
説
を
提
唱
し
た
の
が
的
場
節
子
氏
で
あ
る
。
的
場
氏
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
は
モ
ル
ッ

カ
方
面
で
、
刀
剣
を
意
味
す
るgoles

に
由
来
す
る
と
論
じ
る
。
的
場
氏
に
よ
れ
ば
、
一
五
五
九
年
ご
ろ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
記
さ

れ
た
モ
ル
ッ
カ
諸
島
情
報
に
、「
良
質
の
鉄
で
作
ら
れ
た
原
住
民
の
刀
剣
は
ゴ
ー
レ
スgoles

と
よ
ば
れ
る
。
片
刃
で
西
欧
の
刀
剣

よ
り
も
短
く
、
柄
に
近
い
部
分
は
細
く
先
に
な
る
ほ
ど
幅
広
で
あ
る
。
…
…
当
地
の
刀
剣
は
刃
が
重
い
の
で
、
人
間
を
一
振
り
で

切
り
倒
せ
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
と
い
う（

（（
（

。
ま
た
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
乗
員
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
（A

ntonio 

Pigafetta

）
も
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
で
は
剣
をpagan gole

と
称
す
る
と
記
録
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
的
場
氏
は
、
イ
ブ
ン
・
マ

ジ
ー
ド
が
伝
え
る
、
中
国
の
南
方
海
上
に
あ
る
ア
ル
・
グ
ー
ル
（
史
料
２
ａ
）
と
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
か
セ
レ
ベ
ス
島
を
指
し
、
そ
の

住
民
は
刀
剣
＝gole

を
帯
び
て
い
た
た
めG

ores

と
呼
ば
れ
た
と
み
な
す
。
そ
し
て
つ
ね
に
刀
剣
を
帯
び
、
大
量
の
日
本
刀
を
も

た
ら
し
た
琉
球
人
も
、
刀
剣
＝gole

か
ら
転
じ
て
、
や
は
りG

ores

と
呼
ば
れ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
上
里
隆

史
氏
も
的
場
氏
の
新
説
に
賛
同
し
て
い
る（

（（
（

。

　

的
場
氏
の
新
説
は
、
琉
球
の
主
要
輸
出
品
で
あ
っ
た
刀
剣
を
ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
と
す
る
、
新
し
い
着
眼
点
を
示
し
て
お
り
、
た
し

か
に
モ
ル
ッ
カ
語
の
刀
剣
＝goles

と
、
ゴ
ー
レ
ス
＝G

ores
は
、
一
見
す
る
と
き
わ
め
て
相
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
前
者
は
、
モ

ル
ッ
カ
語
で
刀
剣
を
意
味
す
るgole

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
複
数
形
語
尾-s

を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
、
琉

球
を
意
味
す
るG

or

（
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
に
お
け
るG

hūr

）
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
～
人
」
を
示
す
語
尾-es

を
附
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
的
場
説
に
よ
れ
ば
、
モ
ル
ッ
カ
語
の
刀
剣
＝gole
がgor
に
転
じ
、
そ
れ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が-es

を
附
し
て
、

琉
球
人
＝G

ores

と
い
う
呼
称
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
しgole

とgor
で
は
、
発
音
は
や
や
異
な
り
、
ま
た
琉
球
人
が
モ
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ル
ッ
カ
方
面
に
渡
航
し
た
記
録
も
な
い
。
一
方
で
琉
球
人
が
渡
航
し
て
い
た
ジ
ャ
ワ
方
面
で
は
、
彼
ら
が
も
た
ら
す
刀
剣
は
リ
キ
ー

ウ
ー
と
称
さ
れ
て
お
り
（
史
料
２
ａ
）、
そ
れ
がgole

と
も
呼
ば
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
モ
ル
ッ
カ
で
用
い
ら
れ
た

gole
が
、
尖
端
が
幅
広
で
、
刀
身
の
重
量
を
利
用
し
て
切
り
倒
す
、
青
竜
刀
タ
イ
プ
の
刀
剣
で
あ
り
、
尖
端
が
細
身
で
、
軽
量
な
日

本
刀
と
は
異
な
る
こ
と
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六　

ゴ
ー
レ
ス
＝
高
麗
説
と
落
漈
説
を
め
ぐ
っ
て

　

ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
を
め
ぐ
る
諸
説
の
な
か
で
も
、
ア
ラ
ブ
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
琉
球
を
高
麗
と
混
同
し
て
、
漠
然
と
ゴ
ー
レ
ス

と
呼
ん
だ
と
い
う
見
解
は
、
歴
史
的
文
脈
と
し
て
は
比
較
的
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
南
宋
か
ら
元
代
に

か
け
て
は
、
き
わ
め
て
多
数
の
ム
ス
リ
ム
海
商
が
中
国
に
来
航
し
、
特
に
最
大
の
海
外
貿
易
港
で
あ
っ
た
泉
州
は
、
蒲
寿
庚
を
代
表

と
す
る
ム
ス
リ
ム
海
上
勢
力
の
拠
点
と
な
っ
た（

（（
（

。
一
方
、
高
麗
と
泉
州
・
慶
元
（
寧
波
）
な
ど
の
諸
港
と
の
海
上
貿
易
も
、
宋
元
時

代
を
通
じ
て
活
発
で
あ
り（

（（
（

、
ム
ス
リ
ム
海
商
と
の
接
触
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
元
代
に
は
泉
州
に
居
留
す
る
マ
ラ
バ
ル
の

王
子
が
、
高
麗
人
女
性
を
妻
と
し
、
高
麗
に
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
宋
元
時
代
に
中
国
に
来
航
し
た
ム
ス
リ
ム
海
商
が
、
日
本
人
や
琉
球
人
に
接
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
十
五
世
紀
中
期
に
い
た
り
、
ム
ス
リ
ム
海
商
が
マ
ラ
ッ
カ
な
ど
に
来
航
し
た
琉
球
人
と
接
触
し
た
際
に
も
、
彼
ら
を
中
国
の

東
方
海
上
か
ら
到
来
し
た
民
族
と
し
て
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
高
麗
＝
ア
ル
・
グ
ー
ル
と
い
う
名
で
呼
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
そ
し
て
十
五
世
紀
末
に
イ
ン
ド
洋
海
域
に
い
た
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
ム
ス
リ
ム
航
海
者
か
ら
ア
ル
・
グ
ー
ル
（A

l-

G
hūr

）
に
つ
い
て
知
り
、
そ
れ
をG

or

と
聞
い
て
、
さ
ら
に
「
～
人
」
を
示
す-es
と
い
う
語
尾
を
つ
け
、G

ores

と
記
録
し
た
と
考
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え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
高
麗
＝
ア
ル
・
グ
ー
ル
＝
ゴ
ー
レ
ス
説
の
問
題
点
と
し
て
、
高
麗
と
ア
ル
・
グ
ー
ル
の
発
音
が
や
や
遠
い
こ
と
が
あ
る
。

「
高
麗
」
は
韓
国
語
で
は
コ
リ
ョ
（G

oryeo

）、
元
明
時
代
の
北
方
漢
語
で
は
カ
ウ
リ
（K

auli

）、
福
建
南
部
の
閩
南
音
で
は
カ
ウ

レ
（K

aule
）
と
な
る
。
ま
た
十
四
世
紀
初
頭
に
イ
ル
＝
ハ
ン
朝
で
成
立
し
た
、
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（R

ašīd al-D
īn

）『
集

史
』（Jām

i‘al-Taw
ārīkh

）
の
「
モ
ン
ゴ
ル
史
」
で
は
、
高
麗
を
カ
ウ
リ
（K

auli

）
と
表
記
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
同
時
期
の
マ
ル
コ
・

ポ
ー
ロ
（M

arco Polo
）
も
、
や
は
り
高
麗
を
カ
ウ
リ
（C

auly

）
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
西
方
世
界
で
は
、
高
麗
を
同

時
代
の
北
方
漢
語
に
よ
りK

auli

と
称
し
て
お
り
、
そ
れ
がG

hūr

に
転
訛
し
た
と
す
る
と
、
語
頭
のK

音
がG

h

音
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
や
や
不
自
然
な
感
も
あ
る
。
一
方
、
十
六
世
紀
中
期
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
作
成
し
た
航
海
路
程
記
に
は
、
日
本

人
は
高
麗
（C

ooray

）
に
交
易
に
赴
く
が
、
そ
の
ほ
か
に
コ
ー
レ
（C

ore

）
と
呼
ば
れ
る
群
島
が
あ
り
、
そ
の
な
か
の
大
島
が
朝
鮮

（C
hausien

）
と
呼
ば
れ
る
、
と
い
う
記
事
が
あ
る（

（（
（

。
情
報
自
体
は
混
乱
し
て
い
る
が
、C

ooray

は
高
麗
の
日
本
音
、C

ore

は
そ
の

中
国
音
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
のC

ore

系
の
呼
称
が
、G

hūr

に
転
じ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
筆
者
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
（al-G

hūr

）
を
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ル
・
ガ
ウ
ル
（al-

G
haur /G

haw
r

）
の
転
訛
と
説
く
前
嶋
信
次
説
に
も
、
再
検
討
の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
前
嶋
氏
に
よ
れ
ば
、

ghaur

と
は
、「
低
地
に
下
る
」・「（
水
な
ど
が
）
地
中
に
消
え
る
」
こ
と
を
意
味
す
るghāra

と
い
う
動
詞
か
ら
派
生
し
、「
底
」・

「
低
地
」・「
地
中
に
消
え
る
も
の
（
水
）」
を
意
味
す
る
と
い
う
。
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
は
母
音
を
表
記
し
な
い
の
で
、ghaur

とG
hūr

の
つ
づ
り
は
同
じ
で
あ
り
、G

h + W
 + R

と
い
う
三
つ
の
子
音
で
表
記
さ
れ
る
が
、
特
にghaur

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に

は
、
子
音G

h

の
上
に
、
母
音a

の
附
加
を
示
す
註
音
符
号
（
フ
ァ
ト
ハ
）
を
書
き
く
わ
え
る（

（（（
（

。

　

イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は
『
航
海
学
の
基
礎
に
関
す
る
有
益
情
報
』
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
西
部
の
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
（H

3 ijāz

）
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の
山
脈
と
紅
海
と
の
あ
い
だ
に
南
北
に
つ
ら
な
る
低
地
を
、
ア
ル
・
ガ
ウ
ル
（al-G

haur

）
と
称
し
て
お
り
、「
す
べ
て
高
い
場
所

を
ナ
ジ
ュ
ド
（N

ajd

）
と
よ
び
、
す
べ
て
落
ち
く
ぼ
ん
で
い
る
場
所
を
テ
ィ
ハ
ー
マ
（Tihām

ah

）
や
ガ
ウ
ル
と
よ
ぶ
」
と
説
明
し

て
い
る（

（（（
（

。
ま
た
十
四
世
紀
前
半
の
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
（Ibn B

att3
3 ūt

3 a

）
も
、
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
シ
リ
ア
に
か
け
て
南
北
に
の
び

る
地
溝
帯
を
、
や
は
り
ガ
ウ
ル
と
称
し
、「
ガ
ウ
ル
は
、
い
く
つ
か
の
高
地
の
［
連
な
る
］
山
間
の
渓
谷
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。

こ
の
よ
う
に
ガ
ウ
ル
と
は
、
帯
状
に
つ
ら
な
る
低
地
を
意
味
し
て
お
り
、
前
嶋
氏
は
中
国
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
、
彭
湖
諸
島
と
台
湾

の
あ
い
だ
に
あ
る
、
海
水
が
急
激
に
落
ち
こ
む
場
所
と
さ
れ
る
「
落ら
く
さ
い漈
」
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
ア
ル
・
ガ
ウ
ルal-G

haur

と
表
現

さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ル
・
ガ
ウ
ルal-G

haur

と
つ
づ
り
が
同
じ
ア
ル
・
グ
ー
ル
（al-G

hūr

）
が
、「
落
漈
」
の
附

近
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
琉
球
の
名
称
に
転
化
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

前
嶋
説
は
一
見
す
る
と
や
や
牽
強
付
会
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
前
嶋
説
に
関
連
し
て
、
ア
ル
・
グ
ー
ル

と
い
う
呼
称
の
初
見
で
あ
る
、
一
四
六
二
年
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
『
海
洋
学
原
理
集
要
』
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
（
史
料
１
）。「
そ
れ
ら
の
次
が
ジ
ー
ト
ゥ
ー
ン
（
泉
州
）
で
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
あ
れ
。
か
の
人
々
の
帝
王
の
都
は
カ
ン

バ
リ
ー
ク
（
北
京
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
地
方
か
ら
南
に
ゆ
け
ば
、
あ
る
も
の
と
い
え
ば
危
険
と
ア
ル
・
グ
ー
ル
だ
け
だ
と
」。

こ
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
は
、
一
般
に
は
琉
球
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
泉
州
の
南
方
海
上
に
存
在
す
る
事
物
と
し
て
、「
危
険
」

と
「
琉
球
」
を
並
列
す
る
こ
と
は
、
や
や
唐
突
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
文
脈
的
に
は
こ
れ
を
、「
危
険
」
と
「
落
漈
」
と
解
す
る
こ
と

も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
史
料
で
は
、
明
代
以
降
も
北
京
を
カ
ン
バ
リ
ー
ク
、
泉
州
を
ジ
ー
ト
ゥ
ー
ン
と
表
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
イ
ス

ラ
ム
圏
に
お
け
る
中
国
認
識
が
、
お
も
に
元
代
に
得
た
情
報
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
上
記
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ

ド
の
記
事
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
中
国
史
料
に
お
け
る
代
表
的
な
「
落
漈
」
情
報
は
、『
元
史
』
瑠
求
伝
の
冒
頭
に
あ
る
次
の
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よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

瑠
求
は
南
海
の
東
に
在
り
。
漳
・
泉
・
興
・
福
の
四
州
の
界
内
な
る
彭
湖
諸
島
は
、
瑠
求
と
相
対
す
る
も
、
亦
た
素
よ
り
通
じ

ず
。
…
…
西
・
南
・
北
岸
は
皆
な
水
に
て
、
彭
湖
に
至
れ
ば
漸
く
低
く
、
瑠
求
に
近
づ
け
ば
、
則
ち
こ
れ
を
落
漈
と
謂
う
。
漈

と
は
水
の
趨な
が
れ
お下
ち
て
回か
え

ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ
西
岸
の
漁
船
、
彭
湖
已
下
に
至
り
、
颶
風
の
発
作
す
る
に
遇
わ
ば
、
落
漈
に
漂
流

し
、
回
る
者
は
百
に
一
な
り（

（（（
（

。

　

こ
の
瑠
求
と
は
い
わ
ゆ
る
琉
球
（
大
琉
球
）
で
は
な
く
、
台
湾
（
小
琉
球
）
を
指
し
て
い
る
。
福
建
沿
岸
の
漳
州
・
泉
州
な
ど
か

ら
彭
湖
諸
島
に
向
か
う
と
、
水
面
は
し
だ
い
に
低
く
な
り
、
瑠
求
に
近
づ
け
ば
、
海
水
が
流
れ
落
ち
て
戻
ら
な
い
落
漈
が
あ
る
。
福

建
西
岸
の
漁
船
が
彭
湖
諸
島
を
過
ぎ
て
暴
風
に
あ
い
、
落
漈
に
落
ち
こ
め
ば
、
百
隻
に
一
隻
も
生
還
し
な
い
と
い
う
。

　

イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
が
伝
え
る
、「
泉
州
の
南
方
海
上
に
航
海
す
れ
ば
、
危
険
と
ア
ル
・
グ
ー
ル
し
か
な
い
」
と
い
う
記
述
は
、

『
元
史
』
瑠
求
伝
の
落
漈
の
記
事
と
、
た
し
か
に
共
通
性
が
強
い
。
こ
の
落
漈
と
は
、
具
体
的
に
は
彭
湖
諸
島
を
は
さ
ん
で
台
湾
海

峡
を
黒
潮
の
分
流
が
北
上
す
る
、
黒
水
溝
と
い
う
航
海
の
難
所
を
指
し
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
黒
水
溝
は
、「
そ
の
深
さ
は
底
無
く
、
水
は

黒
く
し
て
墨
の
如
く
、
湍
激
に
し
て
悍
怒
、
勢
は
稍
や
窪
め
る
が
如
し
」
と
称
さ
れ（

（（（
（

、
ア
ラ
ビ
ア
語
のal-G

haur

の
イ
メ
ー
ジ
と

も
共
通
す
る
。
さ
ら
に
中
国
か
ら
琉
球
に
渡
る
途
中
で
、
大
陸
棚
が
急
激
に
落
ち
こ
み
海
流
が
強
く
な
る
海
域
も
黒
水
溝
と
称
さ
れ
、

そ
れ
が
台
湾
海
峡
の
落
漈
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う（

（（（
（

。
元
代
に
泉
州
に
来
航
し
た
ム
ス
リ
ム
海
商
が
、
そ
の
南
方
海
上

に
あ
る
と
い
う
落
漈
の
伝
承
を
聞
き
、
そ
れ
を
「
海
水
が
落
ち
こ
む
と
こ
ろ
」
を
意
味
す
るal-G

haur

と
表
現
し
、
そ
れ
が
同
じ

つ
づ
り
のal-G

hūr

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
琉
球
王
国
と
マ
ラ
ッ
カ
王
国
の
通
交
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
四
六
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（（（
（

。
ち
ょ
う
ど
イ
ブ
ン
・
マ
ー

ジ
ド
が
『
海
洋
学
原
理
集
要
』
を
執
筆
し
た
こ
ろ
か
ら
、
ム
ス
リ
ム
海
商
は
マ
ラ
ッ
カ
で
琉
球
人
と
直
接
に
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ



一
〇
六

た
の
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
が
一
四
九
〇
年
ま
で
に
執
筆
し
た
『
航
海
学
の
基
礎
に
関
す
る
有
益
情
報
』
で
は
、
ア

ル
・
グ
ー
ル
は
明
ら
か
に
琉
球
を
指
し
て
い
る
。
も
し
ア
ル
・
グ
ー
ル
が
元
来
は
落
漈
を
指
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
四
六
〇
年
か

ら
一
四
九
〇
年
の
間
に
、
そ
れ
が
琉
球
の
呼
称
と
し
て
転
化
し
、
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
節
で
は
ア
ル
・
グ
ー
ル
＝
ゴ
ー
レ
ス
の
語
源
に
つ
い
て
、
高
麗
説
と
落
漈
説
を
紹
介
・
検
討
し
た
。
ゴ
ー
レ
ス
語
源
問
題
に
つ

い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
的
場
氏
の
刀
剣
（gole

）
由
来
説
な
ど
の
諸
説
も
あ
る
。
た
だ
し
現
時
点
で
は
、
ど
の
見
解
に
つ
い
て
も
決

定
的
な
史
料
的
根
拠
は
な
く
、
発
音
の
類
似
と
、
傍
証
史
料
に
よ
る
推
論
の
域
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
高
麗
説
に
つ
い
て
は
、

高カ
ウ
リ麗
がG

hūr

に
転
訛
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
落
漈
説
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
落
漈
／
黒
水
溝
の
よ
う
な
海
域
を

G
haur /G

hūr

と
称
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
各
国
語
史
料
か
ら
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
よ
り
確
実
な
論

拠
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
百
五
十
年
以
上
の
研
究
史
が
あ
り
な
が
ら
、
近
年
ま
で
停
滞
が
つ
つ
い
て
い
た
ゴ
ー
レ
ス
論
争
に
つ
い
て
、
先
行
研
究

の
見
解
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
の
史
料
を
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
紹
介
・
検
討
す

る
こ
と
を
試
み
た
。
現
段
階
で
は
、
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
語
源
に
つ
い
て
確
実
に
論
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
本
稿

で
の
考
察
を
通
じ
て
、
た
だ
し
琉
球
人
の
貿
易
活
動
が
ム
ス
リ
ム
海
商
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
認
識
さ
れ
る
過
程
で
、
彼
ら
が
ア
ラ
ビ

ア
語
、
つ
い
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
で
ゴ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
レ
キ
オ
ス
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯

を
、
お
お
む
ね
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。



一
〇
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ゴーレス再考

　

ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
呼
称
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
に
由
来
す
る
。
中
国
の
南
方
海
上
に
あ
る
と
い
う

ア
ル
・
グ
ー
ル
へ
の
言
及
は
、
一
四
六
二
年
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
の
航
海
書
に
最
初
に
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
ア
ル
・
グ
ー
ル
は
琉

球
で
は
な
く
、
台
湾
海
峡
の
「
落
漈
」
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
十
五
世
紀
末
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
、
十
六
世
紀
初
頭
の
ス
ラ

イ
マ
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
の
航
海
書
で
は
、
あ
き
ら
か
に
琉
球
を
指
す
ア
ル
・
グ
ー
ル
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
日
本

情
報
と
の
混
同
も
含
み
な
が
ら
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
＝
琉
球
が
、
中
国
東
南
海
上
の
島
で
あ
り
、
活
発
な
交
易
活
動
を
推
進
し
、
マ

ラ
ッ
カ
に
黄
金
や
刀
剣
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
ラ
イ
マ
ン
・
ア
ル
・
マ
フ
リ
ー
は
、
ア
ル
・
グ
ー

ル
が
リ
キ
ュ
ー
＝
琉
球
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
十
五
世
紀
末
か
ら
イ
ン
ド
洋
海
域
に
進
出
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
お
そ
ら
く
ム
ス
リ
ム
航
海
者
を
通
じ
て
、
早
く
か
ら

ア
ル
・
グ
ー
ル
情
報
に
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
五
一
〇
年
の
ル
イ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
の
書
簡
に
は
じ
ま
り
、
翌
年
に
マ

ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
書
簡
な
ど
、
一
五
一
〇
～
一
三
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
で
は
、
琉
球

人
を
す
べ
て
ゴ
ー
レ
ス
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
原
史
料
に
も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
、『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
実
録
』
も
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
同
時
代
的
史
料
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
ゴ
ー
レ
ス
＝
琉
球
人
の
貿
易
活
動
が
か
な
り
具
体
的
に

記
録
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
『
歴
代
宝
案
』
な
ど
の
琉
球
史
料
と
も
一
致
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
五
一
四
年
の
ル
イ
・
デ
・
ブ
リ
ト
の
書
簡
か
ら
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
同
時
代
史
料
で
は
琉
球
人
を
ゴ
ー
レ
ス
で
は

な
く
、
も
っ
ぱ
ら
レ
キ
オ
ス
（
レ
ケ
オ
ス
）
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
国
記
』
で

も
、
基
本
的
に
レ
キ
オ
ス
を
用
い
て
お
り
、
ゴ
ー
レ
ス
は
そ
の
異
称
と
し
て
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
イ
タ
リ
ア
人

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
エ
ム
ポ
リ
は
、
ゴ
リ
（
ゴ
ー
レ
ス
）
と
レ
チ
（
レ
キ
オ
ス
）
を
異
な
る
人
々
と
み
な
し
、
こ
う
し
た
認
識
は

ス
ペ
イ
ン
が
派
遣
し
た
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
ゴ
ー
レ
ス
と
は
、
お
も
に
イ
ン
ド
洋
方
面
の
イ
ス
ラ
ム
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圏
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
レ
ー
語
圏
で
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
マ
ラ
ッ
カ
を
拠
点
に
ジ
ャ
ワ
海
域
・
南
シ
ナ
海
域
に
進
出
し
、
マ
レ
ー
人
・
華
人
と
の
交
流
が
増
加
し
、
さ
ら
に
は

琉
球
人
自
身
と
も
接
触
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
マ
ラ
ッ
カ
以
東
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
レ
キ
オ
ス
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
語
源
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
南
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
は
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
海
商
が
中
国
に

来
航
し
て
お
り
、
同
時
に
中
国
と
高
麗
と
の
海
上
貿
易
も
活
発
で
あ
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
海
商
に
よ
っ
て
高
麗
人
は
よ
く
知
ら
れ
た
存

在
で
あ
り
、
こ
の
た
め
ム
ス
リ
ム
海
商
が
、
十
五
世
紀
に
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
人
を
高
麗
人
と
混
同
し
て
、
漠
然
と
ア
ル
・

グ
ー
ル
と
称
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
『
集
史
』
や
『
東
方
見
聞
録
』
で
は
、
高
麗
はK

auli

（C
auly

）
と
記
さ
れ
て
お
り
、

G
hūr

と
は
音
が
や
や
遠
い
。
こ
の
ほ
か
に
元
代
に
泉
州
方
面
に
来
航
し
た
ム
ス
リ
ム
海
商
が
、
台
湾
海
峡
の
「
落
漈
」
を
、
ア
ラ

ビ
ア
語
で
低
地
帯
・
地
溝
帯
を
意
味
す
るG

haur/ G
hūr

と
称
し
、
そ
れ
が
「
落
漈
」
の
か
な
た
に
位
置
す
る
琉
球
の
名
称
に
転
化

し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
ゴ
ー
レ
ス
は
モ
ル
ッ
カ
語
で
刀
剣
を
意
味
す
るgole

に
由
来
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
現
時

点
で
は
ど
の
見
解
に
も
決
定
的
な
論
拠
は
な
く
、
語
源
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
お
も
に
ゴ
ー
レ
ス
と
い
う
呼
称
の
由
来
と
伝
流
に
注
目
し
て
、
関
連
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
な
ど
の
史
料
を
検
討
し
て
き
た
。
一
五
〇
〇
年
前
後
の
マ
ラ
ッ
カ
は
、
イ
ン
ド
洋
海
域
と
、
ジ
ャ
ワ
海
域
・
南
シ
ナ
海
域
を
結

ぶ
、
海
域
ア
ジ
ア
最
大
の
結
節
点
で
あ
り
、
十
六
世
紀
初
頭
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
占
領
に
よ
っ
て
ム
ス
リ
ム
海
商
の
来
航
が
急

減
す
る
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
マ
ラ
ッ
カ
は
、
海
域
ア
ジ
ア
全
域
の
商
品
が
集
散

す
る
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
商
た
ち
が
も
た
ら
す
海
外
情
報
が
集
散
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
海
域
ア
ジ
ア
の
東
端
に
位
置
す
る

琉
球
の
情
報
も
、
マ
ラ
ッ
カ
を
通
じ
て
イ
ン
ド
洋
海
域
の
イ
ス
ラ
ム
圏
へ
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
琉
球
情
報
に
は
、
本
稿
で
論
じ
た
呼
称
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
た
琉
球
人
の
貿
易
活
動
や
航
海
に

つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
琉
球
情
報
と
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
も
っ
と
も
詳
細
な

『
東
方
諸
国
記
』
だ
け
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
の
関
連
史
料
に
も
、
有
意
義
な
独
自
の
記
事
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ

う
な
諸
国
語
史
料
に
記
さ
れ
た
琉
球
王
国
の
マ
ラ
ッ
カ
貿
易
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
1
）		

た
と
え
ば
古
琉
球
期
の
海
外
通
交
に
関
す
る
最
新
の
研
究
史
整
理
で
あ
る
、
上
里
隆
史
「
琉
球
王
国
の
形
成
と
展
開
」（
桃
木
至
朗
編
『
海
域
ア
ジ

ア
史
研
究
入
門
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
で
も
、
ゴ
ー
レ
ス
論
争
に
関
す
る
論
考
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
じ
く
近
刊
の
岡
本
弘
道
『
琉

球
王
国
海
上
交
渉
史
研
究
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
〇
年
）
の
参
考
文
献
に
も
、
ゴ
ー
レ
ス
論
争
に
関
わ
る
論
考
は
ほ
と
ん
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

ゴ
ー
レ
ス
論
争
の
概
略
を
紹
介
し
た
比
較
的
新
し
い
研
究
と
し
て
は
、
真
栄
平
房
昭
「
南
蛮
貿
易
と
そ
の
時
代
」（『
新
琉
球
史
―
―
古
琉
球
編
―
―
』

琉
球
新
報
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
六
五
～
二
六
八
頁
が
あ
る
。

（
2
）		

ト
メ
・
ピ
レ
ス
（
生
田
滋
他
訳
注
）『
東
方
諸
国
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）、「
補
注
」
五
七
三
～
五
七
四
頁
、「
ゴ
ー
レ
ス
人
に
関
す
る
コ

メ
ン
タ
リ
オ
ス
の
記
事
」。

（
3
）		John C

raw
furd, A D

escriptive D
ictionary of the Indian Islands &

 Adjacent C
ountries, London: B

radbury &
 Evans, 1856, pp.163-164.  

内
田

銀
蔵
「
シ
ラ
の
島
及
ゴ
ー
レ
ス
に
就
き
て
」（
初
出
一
九
一
五
～
一
七
年
、『
内
田
銀
蔵
遺
稿
全
集
』
第
四
輯
・
史
学
理
論
、
同
文
館
、
一
九
二
二
年
）

四
四
九
～
四
五
五
頁
参
照
。

（
4
）		B

raz de A
lbuquerque (trans. by W

alter de G
ray B

irch), The C
om

m
entaries of the G

reat Afonso D
alboquerque, Second Viceroy of India, 

vol.3, London: H
akluyt Society, 1880, p.14.  

内
田
前
掲
「
シ
ラ
の
島
及
ゴ
ー
レ
ス
に
就
き
て
」
四
四
八
～
四
四
九
頁
参
照
。

（
5
）		Johann Justus R

ein, Japan nach Reisen und Studien, Leipzig, [s.n.], 1886, B
d. 2, pp.609-610.  

内
田
前
掲
「
シ
ラ
の
島
及
ゴ
ー
レ
ス
に
就
き
て
」

四
五
六
～
四
五
八
頁
参
照
。

（
6
）		R

ichard Stephen W
hitew

ay, The Rise of Portuguese Pow
er in India 1497-1550, W

estm
inster: A

. C
onstable, 1899, p.141.  

内
田
前
掲
「
シ
ラ
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一
〇

の
島
及
ゴ
ー
レ
ス
に
就
き
て
」
四
五
八
～
四
五
一
頁
参
照
。

（
7
）		G

abriel Ferrand, “M
alaka: le M

alāyu et M
alāyur,” Journal Asiatique, t.12, 1918, pp.126-33, ‘L’le de ghūr = Lieou-K

‘ieou = Form
osa.’

（
8
）		
高
桑
駒
吉
「
欧
州
人
渡
来
以
前
足
利
時
代
に
於
け
る
南
蕃
交
通
の
形
跡
」（『
史
学
界
』
二
巻
一
一
号
、
一
九
〇
〇
年
）。

（
9
）		
柴
謙
太
郎
「
日
本
人
は
最
初
何
処
に
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
接
触
せ
し
や
」（『
歴
史
地
理
』
一
四
巻
一
号
、
一
九
〇
九
年
）、
川
島
元
次
郎
『
徳
川
初

期
の
海
外
貿
易
家
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
一
六
年
）
二
二
〇
～
二
二
八
頁
。

（
10
）		

藤
田
豊
八
「
欧
勢
東
漸
初
期
に
於
け
る
海
外
の
日
本
人
」（
初
出
一
九
一
四
年
、『
東
西
交
渉
史
の
研
究　

南
海
篇
』
岡
書
院
、
一
九
三
二
年
所
収
）。

（
11
）		

内
田
前
掲
「
シ
ラ
の
島
及
ゴ
ー
レ
ス
に
就
き
て
」。
な
お
日
本
人
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
第
十
六
節
以
下
は
、『
内
田
銀
蔵
遺
稿
全
集
』
第
五
輯
・

内
田
銀
三
講
論
集
（
同
文
館
、
一
九
二
二
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）		

秋
山
謙
蔵
「G

ores
は
琉
球
人
で
あ
る
」（『
史
学
雑
誌
』
三
九
編
三
号
、
一
九
二
八
年
）、
同
「G

ores

な
る
名
称
の
発
生
と
そ
の
歴
史
的
発
展
」

（『
史
学
雑
誌
』
三
九
編
一
二
号
、
一
九
二
八
年
）。
ま
た
同
「
室
町
時
代
に
於
け
る
琉
球
の
印
度
支
那
諸
国
と
の
通
交
」（『
歴
史
地
理
』
五
六
巻
六
号
、

一
九
三
〇
年
）
も
参
照
。

（
13
）		C

harles H
aguenauer, “M

élanges C
ritiques,” IV

 ‘les G
ores,’ Bulletin de la M

aison Franco-Japonaise, Série Française, t.2, no. 3-4, 1930.

（
14
）		

前
嶋
信
次
「
ゴ
ー
レ
ス
攷
」（
初
出
一
九
三
二
年
、
同
『
東
西
文
化
交
流
の
諸
相
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
七
一
年
所
収
）。

（
15
）		

岡
本
良
知
「
所
謂
ゴ
ー
レ
ス
問
題
へ
の
一
寄
与
」（『
歴
史
地
理
』
六
〇
巻
四
号
、
一
九
三
二
年
）。

（
16
）		

桑
田
六
郎
「
ゴ
ー
レ
ス
は
五
島
か
」（『
南
方
土
俗
』
二
巻
二
号
、
一
九
三
二
年
）。

（
17
）		

藤
田
元
春
『
日
支
交
通
の
研
究　

中
近
世
篇
』（
冨
山
房
、
一
九
三
八
年
）、
第
二
章
「
シ
ラ
の
島
及
び
ゴ
ー
レ
ス
」。

（
18
）		

秋
山
謙
蔵
『
日
支
交
渉
史
話
』（
内
外
書
籍
、
一
九
三
五
年
）、
一
六
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
ラ
ッ
カ
占
拠
と
ゴ
ー
レ
ス
」、
一
七
「
琉
球
人
の
南
海

発
展
と
ゴ
ー
レ
ス
」、
一
八
「
ゴ
ー
レ
ス
と
琉
球
人
」。

（
19
）		

小
葉
田
淳
「
琉
球
満
剌
加
間
の
通
商
関
係
に
就
い
て
」（
初
出
一
九
三
五
年
、
同
『
中
世
南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
日
本
評
論
社
、
一
九
三
九
年

所
収
）。

（
20
）		

岡
本
良
知
『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』（
六
甲
書
房
、
一
九
三
六
年
）
八
〇
～
九
八
頁
、
七
八
六
～
七
九
一
頁
。

（
21
）		

安
里
延
『
日
本
南
方
発
展
史
―
―
沖
縄
海
洋
発
展
史
―
―
』（
三
省
堂
、
一
九
四
一
年
）
第
十
九
章
「
欧
勢
の
東
漸
と
琉
球
人
」。

（
22
）		

前
嶋
信
次
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
六
一
年
、
同
前
掲
『
東
西
文
化
交
流
の
諸
相
』
所
収
）。



一
一
一

ゴーレス再考

（
23
）		A

rm
ando C

ortesão, “The first account of the Far East in the Sixteenth C
entury: The nam

e “Japan” in 1513,” in C
om

ptes rendus du C
ongrès 

international de géographie, Am
sterdam

 1938,  Leiden: E.J. B
rill, 1938.  

こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
岡
本
良
知
氏
が
『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の

研
究
』
の
増
補
改
訂
版
（
六
甲
書
房
、
一
九
四
二
年
）
七
九
八
～
八
〇
一
頁
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
24
）		A

rm
ando C

ortesão (trans. and ed.), The Sum
a O

riental of Tom
é Pires and the book of Francisco Rodrigues, London: H

akluyt Society, 1944.

（
25
）		

ト
メ
・
ピ
レ
ス
（
生
田
滋
他
訳
注
）『
東
方
諸
国
記
』（
大
航
海
時
代
叢
書
Ｖ
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
。

（
26
）		

的
場
節
子
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本　

日
欧
の
遭
遇
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
第
三
章
「
南
蛮
金
と
日
本
刀
交
易
」。

（
27
）		G

eorg Schurham
m

er S. I., “O
 descobrim

ento do Japão pelos Portugueses no ano de 1543,” Prim
eira Parte, ‘Supostas ou reais notícias 

do Japão antes de 1543,’  ‘9. Léquios e G
ores (1462-1544),’ in G

eorg Schulham
m

er, O
rientalia, Lisboa: C

entro de Estudos H
istóricos 

U
ltram

arinos, 1963.  

以
下
、Schurham

m
er, “O

 descobrim
ento”

と
略
称
。
次
節
以
下
に
紹
介
す
る
史
料
の
多
く
は
、
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
氏
の
論

文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
に
こ
の
論
文
か
ら
転
引
し
た
史
料
以
外
は
、
煩
を
避
け
て
い
ち
い
ち
注
記
し
な
い
。

（
28
）		Schurham

m
er, “O

 descobrim
ento do Japão antes de 1543” 

の
う
ち
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
到
達
に
関
す
る
、Segunda parte, ‛O

 
descobrim

ento do Japão pelos Portugueses (1543)’  

の
概
要
は
、
岸
野
久
『
西
洋
人
の
日
本
発
見
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
三
〇
～
三
二

頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）		Ferrand, “M

alaka,” pp.126-33, ‘ L’le de ghūr = Lieou-K
‘ieou = Form

osa.’

（
30
）		G

abriel Ferrand, Instructions N
autiques et Routiers Arabes et Portugais des XVe et XVIe Siècles. t. 1-2, Paris: P. G

euthner, 1921-1928.

（
31
）		

前
嶋
前
掲
「
ゴ
ー
レ
ス
攷
」、
同
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」。

（
32
）		G

erald R
andall Tibbetts, Arab N

avigation in the Indian O
cean before the C

om
ing of the Portuguese, London: R

oyal A
siatic Society of 

G
reat B

ritain and Ireland, 1971.  

以
下
、Tibbetts, Arab N

avigation
と
略
称
。

（
33
）		Tibbetts, Arab N

avigation, pp.7-24.  

ま
た
家
島
彦
一
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
」（
石
井
米
雄
編
『
東
南
ア
ジ
ア
近
世
の
成
立
』

岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
・
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
～
三
九
頁
を
参
照
。

（
34
）		Tibbetts, Arab N

avigation, pp.24-25.  

な
お
マ
ー
ジ
ド
の
著
作
名
の
和
訳
は
、
家
島
前
掲
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
」
三
四
頁
に

よ
る
。

（
35
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
六
六
～
六
六
七
頁
、
家
島
前
掲
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
」
三
三
頁
な
ど
。



一
一
二

（
36
）		Tibbetts, Arab N

avigation, p.9.  

な
お
ガ
マ
自
身
の
記
録
で
は
、
マ
リ
ン
デ
ィ
か
ら
の
水
先
案
内
人
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
イ
ン
ド
人
と
記
し
て

い
る
。
ガ
マ
「
イ
ン
ド
航
海
記
」（『
コ
ロ
ン
ブ
ス
、
ア
メ
リ
ゴ
、
ガ
マ
、
バ
ル
ボ
ア
、
マ
ゼ
ラ
ン　

航
海
の
記
録
』
大
航
海
時
代
叢
書
Ⅰ
、
岩

波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
三
七
六
～
三
八
四
頁
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
こ
の
水
先
案
内
人
は
無
名
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。Sanjay 

Subrahm
anyam

, The C
areer and Legend of Vasco da G

am
a, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity Press, 1997, 121-128.

（
37
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
六
七
～
六
六
八
頁
。

（
38
）		Tibbetts, Arab N

avigation, pp.25-41.

（
39
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
六
七
頁
。Tibbetts, Arab N
avigation, p.220

参
照
。
な
お
前
島
氏
の
訳
文
で
はal-S

3 īn

を
「
シ
ナ
」
と
訳
す
が
、

本
稿
で
は
煩
を
避
け
て
「
中
国
」
に
統
一
す
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
史
料
のC

hina

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
40
）		Tibbetts, Arab N

avigation, p.224.

（
41
）		Tibbetts, Arab N

avigation, p.234-235.

（
42
）		Tibbetts, A

rab N
avigation, p.364-369.  

家
島
彦
一
『
海
域
か
ら
見
た
歴
史　

イ
ン
ド
洋
と
地
中
海
を
結
ぶ
交
流
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
）
五
八
～
六
一
頁
。

（
43
）		Tibbetts, Arab N

avigation, pp.41-42.  
詳
し
く
は
、
栗
山
保
之
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
来
航
期
の
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
の
航
海
技
術
―
―
ス
ラ
イ

マ
ー
ン
・
ア
ル
マ
フ
リ
ー
の
航
海
技
術
書
の
検
討
よ
り
―
―
」（
初
出
二
〇
一
〇
年
、
同
『
海
と
共
に
あ
る
歴
史　

イ
エ
メ
ン
海
上
交
流
史
の
研
究
』

中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
な
お
ア
ル･

マ
フ
リ
ー
の
著
作
名
の
和
訳
も
同
論
文
に
よ
る
。

（
44
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
六
八
頁
。
た
だ
し
最
初
の
一
文
は
、Ferrand, “M

alaka,” p.127

の
仏
訳
に
よ
り
補
っ
た
。

（
45
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
六
四
～
六
六
六
頁
。Tibbetts, Arab N

avigation, pp.44-46.

（
46
）		Tibbetts, Arab N

avigation, p.43.

（
47
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
六
九
頁
。

（
48
）		

小
葉
田
前
掲
「
琉
球
満
剌
加
間
の
通
商
関
係
に
就
い
て
」
五
二
四
～
五
二
九
頁
。

（
49
）		

ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ
ィ
ア
の
形
成
過
程
に
関
す
る
簡
明
な
概
説
と
し
て
、
ト
メ
・
ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
の
、
生
田
滋
「
解
説
」
一
一
～

一
六
頁
、
お
よ
び
生
田
滋
「
東
南
ア
ジ
ア
の
大
航
海
時
代
」（
石
井
前
掲
『
東
南
ア
ジ
ア
近
世
の
成
立
』）
を
参
照
。

（
50
）		

な
お
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
南
欧
史
料
の
な
か
に
は
、
岡
本
良
知
氏
が
前
掲
「
所
謂
ゴ
ー
レ
ス
問
題
へ
の
一
寄
与
」
や
、『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』



一
一
三

ゴーレス再考

に
お
い
て
、
文
語
体
の
摘
訳
を
附
し
た
り
、
要
旨
を
記
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
ら
も
適
宜
参
照
し
た
が
、
煩
を
避

け
て
特
に
注
記
し
て
い
な
い
。

（
51
）		
詳
し
く
は
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
（
生
田
滋
・
池
上
岑
夫
訳
注
）『
ア
ジ
ア
史
』
一
（
大
航
海
時
代
叢
書
第
Ⅱ
期
２
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、

三
五
七
～
三
八
三
頁
参
照
。

（
52
）		

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
（
生
田
滋
・
池
上
岑
夫
訳
注
）『
ア
ジ
ア
史
』
二
（
大
航
海
時
代
叢
書
第
Ⅱ
期
３
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
生
田

滋
「
補
注
」
一
、四
三
一
～
四
三
六
頁
。
原
文
：C

artas de Affonso de Albuquerque, Seguidas de D
ocum

entos que as Elucidam
, t. III, Lisboa: 

A
cadem

ia R
eal das Sciencias, 1892, pp.223-224.

（
53
）		

詳
し
く
は
バ
ロ
ス
前
掲
『
ア
ジ
ア
史
』
一
、三
～
九
二
頁
、
ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
四
七
三
～
七
九
八
頁
参
照
。

（
54
）		C

artas de Affonso de Albuquerque, Seguidas de D
ocum

entos que as Elucidam
, t. I, Lisboa: A

cadem
ia R

eal das Sciencias, 1884, pp.64-65. 

英
訳
：T. F. Earle &

 John V
illiers eds., Albuquerque, C

aesar of the East: Selected Texts by Alfonso de Albuquerque and his Son, W
arm

inster: 
A

ris &
 Phillips, 1990, p.149.

（
55
）		A

rm
ando C

ortesão (trans. and ed.), The Sum
a O

riental of Tom
é Pires and the Book of Francisco Rodrigues, vol. II, pp.290-305, ‘the B

ook 
of Francisco R

odrigues’; A
rm

ando C
ortesão (letura e notes), A Sum

a O
riental de Tom

é Pires, e o Livro de Francisco Rodrigues, C
oim

bra: 

O
rdem

 da U
niversidade, 1978, pp.103-128, ‘o Livro de Francisco R

odrigues.’

（
56
）		C

orpo D
iplom

atico Portuguez: C
ontendo os Actos e Relações Politicase D

iplom
aticas de Portugal e com

 as D
iversas Potencias do M

undo, 
desde o Século XVI até aos N

ossos D
ias, t. I, Lisboa: A

cadem
ia R

eal das Sciencias, 1862, p.197.  

原
文
は
ラ
テ
ン
語
。
内
田
前
掲
「
シ
ラ
の
島
及

び
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
四
二
一
頁
に
引
く
、W

. N
oël Sainsbury ed., C

alendar of State Papers, C
olonial Series, East Indies, C

hina and Japan, 
1513-1616, London: Longm

an, 1862

所
収
の
英
訳
に
よ
り
訳
出
し
た
。

（
57
）		

小
葉
田
前
掲
「
琉
球
満
剌
加
間
の
通
商
関
係
に
就
い
て
」
五
二
八
～
五
二
九
頁
。

（
58
）		

バ
ロ
ス
前
掲
『
ア
ジ
ア
史
』
一
、
生
田
滋
「
解
説
」
五
八
二
頁
。

（
59
）		

バ
ロ
ス
前
掲
『
ア
ジ
ア
史
』
二
、
生
田
滋
「
補
注
」
四
、四
四
六
頁
。
原
文
：C

artas de Affonso de Albuquerque, t. I, p.138.

（
60
）		

生
田
滋
『
大
航
海
時
代
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
―
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
テ
ル
テ
ナ
王
国
と
丁
子
貿
易
―
―
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）

二
六
～
二
八
頁
。



一
一
四

（
61
）		B

raz de A
lbuquerque, The C

om
m

entaries of the G
reat Afonso D

alboquerque, vol.I, “Introduction,” p.ii-v.
（
62
）		B

raz de A
lbuquerque, C

om
entários do G

rande Afonso de Albuquerque, Lisboa: R
egia O

fficina Typografica, 1774, rip. Lisboa: Im
prensa 

N
acional-C

asa da M
oeda, 1973, pt. III, ch. X

V
III, pp.93-94. 

英
訳
：Braz de A

lbuquerque, The Com
m

entaries of the G
reat Afonso D

alboquerque, 

vol.III, ch. X
V

III, pp.84-85.

（
63
）		Com

entários do G
rande Afonso de Albuquerque, pt. III, ch. X

V
III, pp.94-95.  

英
訳
：The Com

m
entaries of the G

reat Afonso D
alboquerque, 

vol.III, ch. X
V

III, pp.85-86.

（
64
）		

ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』、
生
田
滋
「
補
注
」
十
、五
七
三
頁
。
原
文
：Com

entários do G
rande Afonso de Albuquerque, pt. III, ch. X

V
III, 

pp.97-98.  

英
訳
：The Com

m
entaries of the G

reat Afonso D
alboquerque, vol.III, ch. X

V
III, pp.88-89.  

な
お
ゴ
ー
レ
ス
が
も
た
ら
す
商
品
の
う
ち
、

原
文frusseria

を
生
田
氏
は
そ
の
ま
ま
「
フ
ル
セ
レ
イ
ラ
」
と
訳
す
が
、The Com

m
entaries of the G

reat Afonso D
alboquerque, p.88, note 1

に
よ

れ
ば
、frusseria

と
は
河
口
や
鉱
山
で
採
集
さ
れ
る
砂
状
の
金
銀
を
指
す
と
い
う
。

（
65
）		

ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
子
音
の
P
の
か
わ
り
に
F
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、Fariyūk

はPariyūk

≒Perioco

に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。Schurham

m
er, 

“O
 descobrim

ento,” p.519, note 269
参
照
。

（
66
）		C

om
entários do G

rande Afonso de Albuquerque, pt. III, ch. X
X

X
II; pt. III, ch. X

X
X

V
II; pt. IV, ch. X

LV
III.

（
67
）		

岡
本
前
掲
『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』
九
九
～
一
〇
四
頁
。

（
68
）		C

artas de Affonso de Albuquerque, t. III, p.223.

（
69
）		Schurham

m
er, “O

 descobrim
ento,” pp.513-518.

（
70
）		

ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
二
四
八
～
二
四
九
頁
。

（
71
）		

ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』、
生
田
滋
「
解
説
」
一
七
～
二
一
頁
。

（
72
）		

ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』、
生
田
滋
「
解
説
」
二
一
～
二
五
頁
。

（
73
）		M

arco Spallanzani, G
iovanni da Em

poli: M
ercante Navigatore Fiorentino, Firenze: Studio Per Edizioni Scelte, 1999, pp.181.  

英
訳
：Laurence 

A
. N

oonan, John of Em
poli and the Relations with Afonso de Albuquerque, Lisboa: Instituto de Investigação Científica Tropical, 1989, p.210.

（
74
）		N

oonan, John of Em
poli and the Relations w

ith Afonso de Albuquerque, pp.13-14.

（
75
）		

マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
航
海
記
録
に
お
け
る
レ
キ
オ
ス
情
報
に
つ
い
て
は
、
合
田
昌
史
『
マ
ゼ
ラ
ン
：
世
界
分
割
を
体
現
し
た
航
海
者
』（
京
都
大
学
学



一
一
五

ゴーレス再考

術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
七
～
一
八
四
頁
を
参
照
。

（
76
）		Francisco de S. Luiz, O

bras C
om

pletas do C
ardeal Saraiva, V

I, Lisboa: Im
prensa N

ocional, 1876, pp.125-126.  

な
お
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、

元
来
の
写
本
に
お
け
る‘guorros’ （
ゴ
ー
ロ
ス
）
を
、‘m

ogores’ （
モ
ン
ゴ
ル
人
）
と
校
訂
し
て
い
る
。
長
南
実
訳
「
マ
ガ
リ
ャ
ン
イ
ス
最
初
の
世
界

一
周
航
海
」（
前
掲
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
、
ア
メ
リ
ゴ
、
ガ
マ
、
バ
ル
ボ
ア
、
マ
ゼ
ラ
ン　

航
海
の
記
録
』）
の
、
増
田
義
郎
「
補
注
」
七
〇
〇
～
七
〇
一
頁

の
訳
文
も
、
こ
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
原
文
のguorros

の
ま
ま
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
77
）		Schurham

m
er, “O

 descobrim
ento,” p.515, note 227.

（
78
）		Schurham

m
er, “O

 descobrim
ento,” p.515-516

に
引
用
す
る
、
ト
ル
レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
文
書
館
所
蔵
文
書
（G

avetas 15-10-43

）。

（
79
）		D

am
ião de G

óis, C
rónica do Felicissim

o Rei D
. M

anuel, pt. IV, C
oim

bra: O
m

prensa da U
niversidade, 1926, p.56.

（
80
）		

家
島
前
掲
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
」
三
四
～
三
五
頁
。

（
81
）		

藤
田
前
掲
「
欧
勢
東
漸
初
期
に
於
け
る
海
外
の
日
本
人
」
一
四
七
頁
。

（
82
）		

前
嶋
前
掲
「
ゴ
ー
レ
ス
攷
」
六
四
二
～
六
四
七
頁
。

（
83
）		

岡
本
前
掲
「
所
謂
ゴ
ー
レ
ス
問
題
へ
の
一
寄
与
」
三
三
六
～
三
六
一
頁
。

（
84
）		

藤
田
前
掲
「
シ
ラ
の
島
及
び
ゴ
ー
レ
ス
」
五
九
～
七
八
頁
。

（
85
）		

内
田
前
掲
「
シ
ラ
の
島
及
ゴ
ー
レ
ス
に
就
き
て
」
三
四
八
～
三
四
九
頁
。

（
86
）		

秋
山
前
掲
「G

ores

な
る
名
称
の
発
生
と
そ
の
歴
史
的
発
展
」。

（
87
）		

桑
田
前
掲
「
ゴ
ー
レ
ス
は
五
島
か
」
一
二
～
一
三
頁
、
安
里
前
掲
『
日
本
南
方
発
展
史
』
三
五
八
～
三
六
一
頁
。

（
88
）		C

harles H
aguenauer, “Encore la question des G

ores,” Journal Asiatique 226, 1935, pp.83-85.

（
89
）		Schurham
m

er, “O
 descobrim

ento,” p.520-522.

（
90
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
七
〇
～
六
七
二
頁
。

（
91
）		

的
場
前
掲
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本
』
九
四
頁
。
原
史
料
は
リ
ス
ボ
ン
国
立
図
書
館
蔵
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
レ
ベ
ー
ジ
ョ 

（G
abriel R

ebello

） 

の
モ
ル
ッ
カ

諸
島
情
報
写
本
（
架
蔵
番
号M

s.199, N
o. 41, f.20

）。

（
92
）		

前
掲
「
マ
ガ
リ
ャ
ン
イ
ス　

最
初
の
世
界
一
周
航
海
」
六
四
二
頁
。

（
93
）		

上
里
隆
史
『
琉
日
戦
争
一
六
〇
九　

島
津
氏
の
琉
球
侵
攻
』（
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
、
二
〇
〇
九
年
）
四
三
頁
、
同
『
海
の
王
国
・
琉
球　
「
海
域
ア
ジ



一
一
六

ア
」
屈
指
の
交
易
国
家
の
実
像
』
一
〇
〇
頁
。

（
94
）		

古
典
的
業
績
と
し
て
、
桑
原
隲
藏
『
蒲
寿
庚
の
事
績
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、『
桑
原
隲
藏
全
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
と
し

て
再
刊
）
を
参
照
。

（
95
）		
陳
高
華
「
北
宋
時
期
前
往
高
麗
貿
易
的
泉
州
船
商
」（『
海
交
史
研
究
』
一
九
八
〇
年
八
期
）、「
元
朝
与
高
麗
的
海
上
交
通
」（
初
出
一
九
九
一
年
、

同
『
元
史
研
究
新
論
』
上
海
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）。

（
96
）		

陳
高
華
「
元
代
来
華
馬
八
児
王
子
孛
八
里
新
考
」（
初
出
一
九
八
〇
年
、
同
『
元
史
研
究
論
考
』
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
所
収
）。

（
97
）		R

ashiduddin Fazlullah (trans. and annot. by W
. M

. Thackston), Jam
i‘u’t-taw

arikh (C
om

pendium
 of C

hronicle), A H
istory of the M

ongols, 
pt.2, London: I.B

. Tauris, 2012, p.440; p.478.

（
98
）		The Book of Ser M

arco Polo (trans. and ed. by H
enry Yule), London: John M

urray, 1902, p.343; p.345, note 2.

（
99
）		

岡
村
良
知
『
十
六
世
紀
に
お
け
る
日
本
地
図
の
発
達
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
三
年
）
四
〇
頁
、
註
（
83
）。

（
100
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
七
〇
頁
。

（
101
）		

前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
六
七
〇
頁
。
英
訳
はTibbetts, Arab N

avigation, p.217-218.

な
お
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
氏
は
、
こ
の
箇
所
も
ア
ル
・
ガ
ウ

ル
（al-G

haur

）
で
は
な
く
、G

h

に
フ
ァ
ト
ハ
を
つ
け
な
い
、
ア
ル
・
グ
ー
ル
（al-G

hūr

）
と
表
記
し
て
い
る
。
前
嶋
氏
と
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
氏
は
、
い

ず
れ
も
同
一
の
パ
リ
国
立
図
書
館
写
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
氏
の
表
記
が
な
ん
ら
か
の
校
訂
の
結
果
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
102
）		

イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
（
家
島
彦
一
訳
）『
大
旅
行
記
』
１
（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
一
八
六
、一
九
六
頁
。
二
九
八
頁
、
註（
27
）。

（
103
）		

『
元
史
』
巻
二
百
十
一
、
列
伝
九
十
七
、
外
夷
三
、
瑠
求
伝
。
前
嶋
「
ゴ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
」
で
は
、
落
漈
に
関
し
て
、
清
代
中
期
の
黄
叔
璥
『
台

海
使
槎
録
』
の
記
事
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
も
『
元
史
』
の
記
述
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
104
）		

曹
永
和
「
早
期
台
湾
的
開
発
与
経
営
」（
初
出
一
九
六
三
年
、
同
『
台
湾
早
期
歴
史
研
究
』
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
七
九
年
）
一
一
八
～

一
一
九
頁
。

（
105
）		

嘉
慶
『
続
修
台
湾
県
志
』
巻
一
、
地
志
、
海
道
。
曹
永
和
前
掲
「
早
期
台
湾
的
開
発
与
経
営
」
一
一
九
頁
参
照
。

（
106
）		

山
内
晋
次
「
近
世
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
航
海
信
仰
の
諸
相 

―
― 
朝
鮮
通
信
使
と
冊
封
琉
球
使
の
海
神
祭
祀
を
中
心
に 

―
―
」（『
待
兼
山
論

叢
』
史
学
編
、
四
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
二
一
～
二
九
頁
。

（
107
）		

小
葉
田
前
掲
「
琉
球
満
剌
加
間
の
通
商
関
係
に
就
い
て
」
五
〇
三
～
五
〇
七
頁
。


